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あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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昨年12月31日に発足したASEAN
共同体。国の規模や文化を異にし、
個々に発展を遂げてきた10カ国は、
これから一つの生産基地や市場とし
て、どのように繁栄の道を歩んでいく
のだろうか

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development



ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
か

高
ま
る
期
待
感

　
域
内
の
人
口
は
６
億
人
。
そ
ん
な
巨
大
市
場
の
誕
生
と
な
っ
た

A
S
E
A
N
共
同
体
の
発
足
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
。

　
A
S
E
A
N
は
、
１
９
６
７
年
に
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
５
カ
国
で
設
立
さ
れ
、
現
在
は
10

カ
国
が
加
盟
し
て
い
る
。
設
立
当
初
は
政
治
や
外
交
的
な
協
力
が
中
心

だ
っ
た
が
、
次
第
に
経
済
協
力
の
動
き
が
加
速
し
て
い
っ
た
。「
背
景
に

は
、
90
年
代
に
入
っ
て
か
ら
起
き
た
中
国
へ
の
投
資
ブ
ー
ム
が
あ
り
ま

し
た
。
中
国
に
外
国
投
資
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

懸
念
の
高
ま
り
が
、
A
S
E
A
N
の
経
済
協

力
の
動
き
を
後
押
し
し
た
の
で
す
」
と
、
A

S
E
A
N
の
経
済
統
合
を
専
門
と
す
る
亜
細

亜
大
学
の
石
川
幸
一
教
授
は
説
明
す
る
。

　
93
年
に
は
、
域
内
関
税
を
５
%
以
下
に
引

き
下
げ
る
と
い
う
目
標
の
下
、
A
S
E
A
N

自
由
貿
易
地
域
（
A
F
T
A
）
が
発
足
し
、
２

０
０
２
年
に
こ
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
。
そ

れ
に
続
く
目
標
と
し
て
A
S
E
A
N
共
同
体

が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
10
年
以
上
か
け
て

発
足
が
実
現
し
た
の
だ
。

　
A
S
E
A
N
共
同
体
は
、「
A
S
E
A
N

経
済
共
同
体
（
A
E
C
）」「
A
S
E
A
N
政
治
・

安
全
保
障
共
同
体
（
A
P
S
C
）」「
A
S
E

A
N
社
会
・
文
化
共
同
体
（
A
S
C
C
）」
の
３

本
柱
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
中
核
を
担
う
の

が
A
E
C
だ
。「
A
E
C
に
関
し
て
は
、
よ
く

〝
統
合
の
深
化
〞
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す

が
、
モ
ノ
の
貿
易
の
自
由
化
を
推
進
し
た

A
F
T
A
か
ら
さ
ら
に
対
象
を
広
げ
、
サ
ー

ビ
ス
貿
易
、
投
資
、
熟
練
労
働
者
の
移
動
な

ど
に
つ
い
て
も
自
由
化
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
」
と
石
川
教
授
。
ま
た
、
域
内
関
税

は
２
０
１
８
年
ま
で
に
全
加
盟
国
で
の
撤
廃

を
目
指
す
。

　
A
S
E
A
N
地
域
に
は
、
日
本
企
業
も
数

多
く
進
出
し
て
お
り
、
A
E
C
に
よ
っ
て
ビ

ジ
ネ
ス
の
幅
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
関
税
撤
廃
に
加
え
、
投
資
や
熟
練
労

働
者
の
移
動
の
障
壁
が
無
く
な
る
こ
と
で
、

特
定
の
国
で
行
う
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け

で
な
く
、
A
S
E
A
N
全
体
を
〝
単
一
の
生

産
基
地
と
市
場
〞
と
捉
え
た
広
域
ビ
ジ
ネ
ス

が
可
能
に
な
る
と
石
川
教
授
は
話
す
。「
例
え

ば
、
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
部
品
を
調

達
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」。

　
ま
た
、
近
年
、
A
S
E
A
N
地
域
で
は
製

造
業
に
限
ら
ず
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
エ
ス
テ
、
学

習
塾
な
ど
多
様
な
産
業
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
産
業
に
お
け
る
貿
易
や
投
資
の
自
由
化
も
企
業
は
活
用
す
べ
き
だ
と

い
う
。「
域
内
で
実
質
的
に
事
業
を
展
開
す
る
外
国
企
業
も
自
由
化
の
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
例
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
サ
ー

ビ
ス
分
野
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
日
本
企
業
が
、
新
た
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
進
出
す
る
と
い
っ
た
迂
回
投
資
の
可
能
性
も
広
が
る
と
思
い
ま
す
」。

　
域
内
経
済
の
活
性
化
や
、
外
国
投
資
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
A
S
E

A
N
共
同
体
。
そ
の
発
足
に
向
け
た
動
き
を
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
一
貫

し
て
支
援
し
て
き
た
。「
物
理
的
」「
制
度
的
」「
人
的
」
の
３
つ
の
側
面

に
お
け
る
連
結
性
の
向
上
を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
、
各
国
を
結
ぶ
道

路
や
空
港
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
通
関
手
続
き
を
円
滑
化
す
る

高
い
レ
ベ
ル
の
自
由
化
へ

節
目
を
迎
え
た
A
S
E
A
N

編
集
協
力
：
亜
細
亜
大
学 

ア
ジ
ア
研
究
所
所
長 

石
川
幸
一
教
授
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2
0
1
5
年
12
月
31
日
。

こ
の
日
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
は
、

域
内
の
関
係
深
化
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出
し
た
。

「
経
済
」
「
政
治
・
安
全
保
障
」
「
社
会
・
文
化
」
の
３
本
柱
か
ら
な
る

「
A
S
E
A
N
共
同
体
」
が
、
正
式
に
発
足
し
た
の
だ
。

A
S
E
A
N
地
域
、
そ
し
て
日
本
の
社
会
は
、

こ
れ
か
ら
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
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12：外務省・海外在留邦人数調査統計
3：各国政府観光局・統計局
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出典：IMF World Economic Outlook Database

※ ASEANは、1998年よりラオス、ミャンマー、1999年よりカンボジアを含む。
出典：「直接投資統計 日本の直接投資」、日本貿易振興機構（ジェトロ）

※ 高等教育機関在籍者数
出典：日本学生支援機構
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（百万米ドル）
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バンダルスリ
ブガワン

南北経済回廊

東西経済回廊

南部経済回廊

インドネシア経済回廊

中国

合計

1兆5,530
億ドル

ASEAN 

約20年間で

5.1倍に増加

1 在留邦人登録者数（2015年10月時点）
2 日系現地法人数（2014年10月時点）
3 日本からの旅行者数（2014年）

（人）

出典
①：IMF World Economic Outlook Database
②：UNCTADstats Country Profile
③：外務省各国基礎データ
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日本の支援

① 人口（2015年）／② 1人当たり国内総生産（米ドル）／③ 主要輸出産品

① 人口（2015年）／② 1人当たり国内総生産（米ドル）

1980 1990 2000 2010 2014（年）

シンガポール

① 552万3,000人
② 54,593ドル
③ 機械・輸送機器 ブルネイ

① 41万9,000人
② 35,376ドル
③ 石油・天然ガス マレーシア

① 3,112万人
② 10,803ドル
③ 電気機器 タイ

① 6,883万8,000人
② 6,033ドル
③ コンピューター機器・同部品

インドネシア

① 2億5,546万2,000人
② 3,354ドル
③ 石油・ガス フィリピン

① 1億142万3,000人
② 2,848ドル
③ 電子・半導体

ミャンマー

① 5,184万6,000人
② 1,259ドル
③ 天然ガス、豆類 カンボジア

① 1,554万3,000人
② 1,067ドル
③ 衣類、印刷物

ベトナム

① 9,157万8,000人
② 2,016ドル
③ 携帯・同部品 ラオス

① 702万9,000人
② 1,692ドル
③ 鉱物

① 1億2,672万9,000人
② 36,116ドル

日本
① 6億2,878万1,000人
② 11,904.1ドル

ASEAN

バンコク

ダウェー

ビエンチャン

ハノイ

ハイフォン

ダナン

マニラ

モーラミャイン

ヤンゴン

ネーピードー

プノンペン

た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入
や
人
材
育
成
な
ど
に
協
力
し
、
域
内
の
結
び

付
き
を
強
め
た
の
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
石
川
教
授
は
、
今
回
の
共
同
体
の
発
足
は

A
S
E
A
N
の
深
い
統
合
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
の
〝
通
過
点
〞
に
過

ぎ
ず
、
引
き
続
き
、
日
本
の
知
見
を
生
か
し
た
支
援
が
必
要
に
な
る

と
指
摘
す
る
。「
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
や
、規
格
・
基
準
の
統
一
化
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
統
合
を
阻
害
す
る
要
因
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

課
題
に
対
す
る
協
力
に
加
え
、
今
後
、
A
S
E
A
N
各
国
の
経
済
格

差
が
よ
り
顕
著
に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
国
の
発

展
度
合
い
に
応
じ
た
支
援
も
重
要
で
す
」。

　
今
後
10
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
た
「
A
S
E
A
N
２
０
２
５
」

も
採
択
さ
れ
、
A
S
E
A
N
地
域
は
、
統
合
の
深
化
に
向
け
た
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

February 2016                       0607　                   February 2016

◆ 日本の主要貿易相手国・地域◆ ASEAN加盟国基礎データ ◆ 日本の国・地域別対外直接投資（国際収支ベース、ネット、フロー）※

ベトナム

インドネシア

タイ

マレーシア

ミャンマー

フィリピン

カンボジア

シンガポール

ラオス

ブルネイ

ASEAN合計

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

空港
港・ターミナル

マレーシア
1 2万2,056人
2 1,347社
3 55万3,106人

フィリピン
1 1万8,870人
2 1,521社
3 46万3,744人ラオス

1 677人
2 144社
3 4万4,877人

ブルネイ
1 165人
2 10社
3 9,807人

インドネシア
1 1万7,893人
2 1,766社
3 48万6,687人

タイ
1 6万4,285人
2 1,641社
3 126万5,307人

ミャンマー
1 1,330人
2 259社
3 8万3,434人

カンボジア
1 2,270人
2 182社
3 21万5,788人

シンガポール
1 3万5,982人
2 779社
3 82万4,379人

ベトナム
1 1万3,547人
2 1,452社
3 64万8,612人
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統合時代の幕開け

深化する
日・ASEAN関係

◆ 日本とASEANとの関係

◆ ASEANから日本への留学生数の推移 ※

2014年の内訳
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　　「
前
回
来
た
時
に
は
何
も
な
か
っ
た

の
に
」。
時
空
を
飛
び
越
え
た
よ
う
な

不
思
議
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
、
車
を
降

り
た
。
１
年
前
、
タ
イ
ヤ
が
穴
に
落
ち

る
た
び
に
土
ぼ
こ
り
が
舞
い
上
が
る
中

を
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
進
ん
だ
道
路
は
見

違
え
る
よ
う
に
舗
装
さ
れ
、
ゴ
ー
ッ
と

い
う
エ
ン
ジ
ン
音
と
と
も
に
大
型
ト
ラ

ッ
ク
が
行
き
交
っ
て
い
る
。
整
地
を
終

え
た
区
画
の
前
に
は
企
業
名
が
書
か
れ

た
看
板
が
誇
ら
し
げ
に
掲
げ
ら
れ
、
建

設
作
業
員
た
ち
が
立
て
る
槌
音
が
、
カ

ー
ン
、
カ
ー
ン
と
雨
期
明
け
の
空
に
響

く
。「
何
も
な
い
」
野
原
が
た
だ
延
々

と
広
が
っ
て
い
た
大
地
は
、
今
、
力
強

い
鼓
動
を
打
ち
始
め
て
い
た
。

　
こ
こ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
最
大
都
市

ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
南
東
に
約
１
時
間
車
を

走
ら
せ
た
テ
ィ
ラ
ワ
地
区
。
日
本
と
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
言
え
る
経
済
特
区
（
S
E

Z
）
開
発
の
舞
台
だ
。
東
京
の
品
川
区

よ
り
少
し
広
い
約
２
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
を
、
こ
の
国
で
初
め
て
の
近

代
的
な
工
業
団
地
を
中
心
と
し
た
経
済

特
区
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と
い
う

壮
大
な
計
画
が
、
両
国
の
肝
い
り
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
開
発
を
手
掛
け
る
の

は
、
住
友
商
事
、
丸
紅
、
三
菱
商
事
の

３
商
社
と
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
み
ず

ほ
、
三
井
住
友
の
３
メ
ガ
バ
ン
ク
、
そ

し
て
J
I
C
A
か
ら
成
る
日
本
勢
が
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
や
現
地
企
業
と
の
共

同
出
資
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
た
「
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ラ
ワ
・
デ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
M
J
T
D
）」
で

あ
る
。
昨
年
９
月
に
は
、
先
行
し
て
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
約
４
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ゾ
ー
ン
A
の
中
の
第
一
期
区

画
が
オ
ー
プ
ン
し
、
麻
生
太
郎
財
務
大

臣
や
ニ
ャ
ン
ト
ゥ
ン
副
大
統
領
ら
両
国

の
要
人
が
駆
け
付
け
て
、
華
々
し
く
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
前
に

立
つ
と
、
当
日
の
活
気
と
高
揚
感
が
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
だ
。

　
約
５
１
０
０
万
人
の
人
口
を
擁
す
る

こ
の
国
に
期
待
す
る
企
業
は
多
く
、
土

地
の
売
れ
行
き
は
好
調
だ
。
２
０
１
５

年
12
月
22
日
現
在
で
53
社
の
契
約
が
成

立
。
す
で
に
創
業
を
開
始
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
う
ち
28
社
が
日

本
企
業
だ
。
そ
の
一
つ
、
自
動
車
用
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
を
製
造
・
販
売
す
る
フ

ォ
ス
タ
ー
電
機
は
２
０
１
４
年
10
月
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
子
会
社
の
生
産

拠
点
を
こ
こ
テ
ィ
ラ
ワ
に
開
設
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
吉
澤
博
三
社
長
は
、

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
ま
さ
に
ラ
ス
ト
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
安
定

開業式の後、SEZのメインゲート前では華 し々くテープカットが行われた

両
国
の
官
民
が
共
同
開
発
す
る

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特集 ASEAN
統合時代の幕開け

長
い
軍
政
時
代
の
後
に
、「
ラ
ス
ト
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

国
際
社
会
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
。

日
本
と
テ
ィ
ラ
ワ
地
区
で
共
同
開
発
を
進
め
る
経
済
特
区
（
S
E
Z
）
は
、

両
国
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、

新
時
代
を
迎
え
た
A
S
E
A
N
の
飛
躍
を
支
え
る
拠
点
に
な
る
。

世
界
で
最
も
熱
い
挑
戦
の
現
場
を
訪
ね
た
。

国
と
地
域
の
飛
翔
支
え
る

テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区

［上］早 と々工場を建設し、2015年
中に操業を開始した企業もある
［下］ティラワ地区に入ると、あちこち
でSEZの看板を見掛ける。必ず日本
とミャンマーの国旗が入っている

from ミャンマー

Myanmar

ティラワ

2015年9月の開業式にあたって行われたティラワ
の了解覚書締結の様子。日本からは麻生太郎副
総理兼財務大臣（前列右から３人目）らが参加した
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的
な
拡
大
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
」

だ
と
話
す
。

　
フ
ォ
ス
タ
ー
電
機
の
よ
う
な
外
資
企

業
が
こ
れ
ま
で
に
投
資
し
た
金
額
は
、

６
億
米
ド
ル
に
上
り
、
１
万
４
０
０
０

人
の
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
た
。
数
年
以

内
に
は
、
ゾ
ー
ン
A
だ
け
で
投
資
総
額

が
10
億
米
ド
ル
に
達
し
、
国
全
体
の
輸

出
の
３
〜
４
％
が
こ
こ
か
ら
出
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
経
済
を
浮
揚
さ
せ
る
起
爆
剤
と

い
う
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
課
さ
れ
た

こ
の
土
地
は
、
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
熱
い
期
待
に
よ
っ
て
、
は
や
く
も
沸

騰
寸
前
だ
。

　
テ
ィ
ラ
ワ
S
E
Z
は
、
こ
れ
ま
で
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
工
業
団
地
と
は
ま
っ
た

く
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
M
J
T
D

の
梁
井
崇
史
社
長
は
、「
ハ
ー
ド
の
イ

ン
フ
ラ
と
ソ
フ
ト
の
法
制
度
が
両
輪
で

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
価
値
が
飛

躍
的
に
高
ま
っ
て
い
る
」と
胸
を
張
る
。

　
例
え
ば
電
気
や
水
道
、道
路
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
入
居
企
業
自
身
が
最
寄
り
の

発
電
所
や
浄
水
場
か
ら
引
い
て
整
備
す

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
タ
イ
や
ベ
ト

ナ
ム
に
比
べ
て
ど
う
し
て
も
条
件
が
悪

か
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ィ
ラ
ワ
S
E
Z

で
は
区
画
ご
と
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ

れ
る
た
め
、
近
隣
国
に
負
け
な
い
環
境

で
操
業
が
可
能
だ
。
急
ピ
ッ
チ
で
進
む

送
配
電
線
や
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
ア

ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
テ
ィ
ラ
ワ
港
の
工

事
は
、
日
本
の
円
借
款
や
無
償
資
金
協

力
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
る
。「
イ
ン
フ

ラ
は
、
現
時
点
で
完
成
し
て
い
な
く
て

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
進
出
を
検
討
中

の
企
業
が
、
工
場
を
建
設
し
、
人
材
を

採
用
し
て
本
格
稼
動
す
る
ま
で
の
間
に

確
実
に
整
備
さ
れ
る
と
い
う
事
実
自
体

が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
安
心
材
料
な
の

で
す
」
と
梁
井
社
長
は
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
て
も
、
透
明
で
公
正
な
法
制
度
が

な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
投
資
環
境

が
整
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

が
、
S
E
Z
管
理
委
員
会
と
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
O
S
S
C
）

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
S
E
Z
管
理
委

員
会
は
投
資
認
可
や
輸
入
許
可
な
ど
を

所
管
。
一
方
、
O
S
S
C
は
投
資
申
請

の
受
け
付
け
や
承
認
に
加
え
、
会
社
の

登
記
や
労
働
登
録
の
発
給
、
ビ
ザ
の
発

行
、
輸
出
入
の
通
関
手
続
き
な
ど
、
テ

ィ
ラ
ワ
S
E
Z
内
で
の
企
業
活
動
に
必

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
提
供

し
て
い
る
。
O
S
S
C
に
は
、
前
出
の

S
E
Z
管
理
委
員
会
に
加
え
て
、
投
資

企
業
管
理
局
や
労
働
省
、
建
設
省
、
環

境
省
、
税
関
、
入
国
管
理
局
な
ど
計
10

省
庁
か
ら
の
出
向
者
が
集
ま
っ
て
い
る

た
め
、
通
常
な
ら
１
年
以
上
か
か
る
投

資
認
可
手
続
き
が
１
カ
月
以
内
で
す
む

上
、
外
貨
の
借
り
入
れ
や
建
築
に
関
す

る
許
認
可
も
こ
こ
で
取
得
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
革
新
的
な
仕
組
み
を
支
え

て
日
々
奮
闘
し
て
い
る
の
は
、
コ
ー
エ

イ
総
合
研
究
所
顧
問
の
松
井
洋
一
さ

ん
。
民
間
企
業
の
海
外
事
業
部
で
勤
務

し
た
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
裾
野
産
業

の
振
興
に
携
わ
っ
た
り
、
ラ
オ
ス
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
S
E
Z
開
発
と
投
資
誘
致

に
奔
走
す
る
な
ど
、
豊
富
な
経
験
を
持

っ
て
い
る
。
新
S
E
Z
法
や
S
E
Z
規

則
の
草
案
を
作
成
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
松
井
さ
ん
が
各

種
許
認
可
の
手
続
き
整
備
な
ど
を
実
践

的
に
支
援
し
て
い
る
こ
と
で
、
テ
ィ
ラ

ワ
S
E
Z
の
強
み
は
一
層
際
立
つ
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
両
国
に
と
っ
て
、

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
え
る
テ

ィ
ラ
ワ
S
E
Z
。
そ
の
開
発
は
、
A
S

E
A
N
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味

が
あ
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
長
年

に
わ
た
り
、
軍
事
政
権
の
支
配
下
に
置

か
れ
て
い
た
。
こ
の
間
、
民
主
化
を
求

め
る
人
々
が
弾
圧
さ
れ
る
な
ど
悲
し
い

事
件
も
経
験
し
、「
悪
の
枢
軸
」
と
呼

ば
れ
て
国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
た
。
２

０
１
１
年
の
民
政
移
管
以
来
、
ラ
ス
ト

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
急
速
に
注
目
が

高
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
国
に

本
当
に
民
主
化
が
根
付
く
か
ど
う
か

は
、い
ま
だ
に
手
探
り
の
部
分
も
あ
る
。

変
化
を
止
め
な
い
た
め
に
必
要
な
の

は
、
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日

と
確
実
に
暮
ら
し
が
上
向
き
、「
民
主

化
し
て
良
か
っ
た
」
と
人
々
に
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
直

接
投
資
を
呼
び
寄
せ
、
特
に
製
造
業
を

盛
り
立
て
て
経
済
発
展
を
実
現
す
る
こ

と
は
一
つ
の
道
筋
」
だ
と
梁
井
社
長
は

考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
テ
ィ
ラ
ワ
S

E
Z
は
、
単
な
る
投
資
の
拡
大
だ
け
で

な
く
、
民
主
化
の
定
着
と
地
域
の
安
定

を
に
ら
む
重
要
な
〝
仕
掛
け
〞
な
の
だ
。

　
ま
た
、
日
本
工
営
ヤ
ン
ゴ
ン
港
開
発

事
務
所
長
を
務
め
る
傍
ら
、
S
E
Z
に

隣
接
す
る
テ
ィ
ラ
ワ
港
の
整
備
も
手
掛

け
る
石
見
和
久
さ
ん
は
、
テ
ィ
ラ
ワ
開

発
の
意
義
を
A
S
E
A
N
物
流
の
観
点

か
ら
読
み
解
く
。
石
見
さ
ん
は
ま
ず
、

国
際
輸
出
入
の
９
割
を
取
り
扱
う
ヤ
ン

ゴ
ン
港
に
つ
い
て
「
こ
こ
で
扱
う
貨
物

の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
内
陸
部
発
着
」
だ

と
指
摘
。
さ
ら
に
、「
水
深
が
浅
く
、
大

型
船
が
直
接
入
港
で
き
な
い
た
め
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
の
長
距
離
輸
送
の
際

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
や
コ
ロ
ン
ボ
港

な
ど
で
積
み
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

し
た
上
で
、「
今
後
は
、
テ
ィ
ラ
ワ
港

が
S
E
Z
か
ら
A
S
E
A
N
に
製
品
を

輸
出
す
る
重
要
な
拠
点
と
し
て
、
さ
ら

に
は
A
S
E
A
N
全
体
の
物
流
の
中
心

地
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
」
と
話
す
。

　
一
方
、
松
井
さ
ん
は
、
テ
ィ
ラ
ワ
S
E

Z
の
進
む
先
に
、
単
な
る
工
業
団
地
の

開
発
を
超
え
た
可
能
性
を
見
て
い
る
。

「
縫
製
業
や
軽
工
業
品
、
産
業
用
素
材

な
ど
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
外
の
市
場
を
狙

う
製
造
業
だ
け
で
な
く
、環
境
や
物
流
、

人
材
開
発
、
不
動
産
と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
業
の
進
出
も
増
え
て
い
る
」
と
指
摘

す
る
松
井
さ
ん
。
将
来
的
に
は
、
ホ
テ

ル
や
学
校
、
病
院
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
な
ど
も
建
設
さ
れ
、
中
長
期
的
な

不
動
産
開
発
が
進
む
こ
と
で
、
工
業
だ

け
で
な
く
商
業
、
医
療
、
教
育
、
住
ま

い
ま
で
揃
っ
た
、
い
わ
ば
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
る
。
思
い
描
く
の
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
人
々
が
憧
れ
る
よ
う
な
「
夢
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
」
や
「
新
し
い
モ
ノ
づ
く

り
」
が
次
々
と
発
信
さ
れ
る
街
の
創
出

だ
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
数
人
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
経
営
者
た
ち
か
ら
、「
テ
ィ
ラ

ワ
に
生
ま
れ
る
の
は
〝
リ
ト
ル
・
ト
ー

キ
ョ
ー
〞
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
―
―
。
そ
う
言
っ
て
、
松
井
さ
ん
は

満
足
気
に
微
笑
む
。

　
お
り
し
も
、
２
０
１
５
年
末
に
は
A

S
E
A
N
経
済
共
同
体
（
A
E
C
）
が

設
立
さ
れ
た
。
A
S
E
A
N
が
新
し
い

時
代
に
突
入
し
た
一
方
、関
税
が
今
後
、

全
廃
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
産
力
が
弱
く

サ
ー
ビ
ス
業
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
ミ
ャ

区
画
ご
と
に
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

手
続
き
の
一
元
化
も
実
現

民
主
化
の
定
着
と

物
流
の
カ
ギ
握
る
地
域
の
要

工
業
団
地
の
先
に
生
ま
れ
る

革
新
的
な
モ
デ
ル
タ
ウ
ン

特集 ASEAN
統合時代の幕開け

ミャンマー・ジャパン・ティラワ・ディベロップメント
（MJTD）の梁井崇史社長兼CEO

ン
マ
ー
が
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に

席
巻
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
あ

る
。
外
貨
を
積
極
的
に
呼
び
込
ん
で
、

こ
れ
ま
で
輸
入
し
て
い
た
製
品
を
国
産

化
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
国
外
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が

今
後
も
A
S
E
A
N
の
中
で
製
品
の
製

造
か
ら
流
通
、
販
売
に
関
わ
り
続
け
る

上
で
、
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
だ
。

　
A
S
E
A
N
新
時
代
に
お
け
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
将
来
像
を
占
う
経
済
特
区
が

こ
こ
テ
ィ
ラ
ワ
の
地
に
結
実
し
、
新
し

い
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
像
が
生
ま
れ
る
日

は
、
そ
う
遠
く
な
い
。

（
編
集
部
：
玉
懸
光
枝
）

［上］開発が進むゾーンAの様子。送電線が整備され、大型トラックが頻繁に行き交う
［下］ティラワ港につながるアプローチ道路も着 と々工事が進んでいる

ラワ・ディベロップメント
長兼CEO

ヤンゴン市内と対岸の
町ダラを結ぶ旅客フェ
リーが就航し、１日３万
人が行き来するヤンゴ
ン港（左）。この国の国
際貨物の９割を取り扱
う国際港でもあり、近く
にはコンテナヤードが
広がる（下）
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の
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
域
内
の
持
続
的
な
発
展
に
つ

な
げ
よ
う
と
2
0
0
1
年
に
発
足
し
た

の
が
、「
ア
セ
ア
ン
工
学
系
高
等
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
U
N
／
S
E
E

D-

N
e
t
）」
だ
。「
A
S
E
A
N
地
域

で
は
、
経
済
の
成
熟
化
や
賃
金
の
上
昇

に
伴
っ
て
成
長
が
停
滞
す
る
〝
中
進
国

の
わ
な
〞
に
陥
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
国
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
国
が

発
展
を
続
け
る
た
め
に
は
、
付
加
価
値

を
生
み
出
す
高
度
人
材
の
育
成
が
重
要

な
の
で
す
」と
、
S
E
E
D-

N
e
t
事

務
局
の
渡
辺
元
治
副
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
説
明
す
る
。
現
在
、
A
S
E

A
N
の
26
大
学
と
日
本
の
14
大
学
で
構

成
さ
れ
る
S
E
E
D-

N
e
t
は
、
教

員
や
学
生
の
教
育
・
研
究
能
力
の
向
上

を
図
り
、
化
学
、
土
木
、
電
気
・
電
子

な
ど
の
工
学
系
10
分
野
に
お
い
て
、
修

士
号
・
博
士
号
取
得
の
た
め
の
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
っ
て
い
る
。

　
特
徴
の
一
つ
が
、
教
員
や
研
究
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
環
境
問

題
、
自
然
災
害
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
っ
た
地
域
共
通
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
、
ヒ
素
に
よ
る
飲
料
水
の
汚
染
を

原
因
と
す
る
健
康
被
害
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
科
大
学
と
北
海
道

大
学
だ
。「
私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、

ヒ
素
汚
染
水
の
浄
化
法
の
開
発
を
続
け

て
き
た
の
で
、
そ
の
知
見
を
生
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
、

北
海
道
大
学
の
佐
藤
努
教
授
は
話
す
。

　
佐
藤
教
授
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
科
大

学
か
ら
北
海
道
大
学
の
博
士
課
程
に
進

学
し
た
ピ
ッ
チ
・
ブ
ン
チ
ュ
ン
博
士
と

共
に
、
現
地
で
も
手
に
入
る
安
価
な
材

料
を
使
い
、
か
つ
複
雑
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
不
要
な
汚
染
除
去
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
取
り
組
ん
だ
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

訪
れ
た
際
に
、
現
地
で
は
ヒ
素
が
猛
毒

だ
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
技
術
が
信

特集 ASEAN
統合時代の幕開け

頼
を
得
る
た
め
に
は
、
地
道
な
説
明
が

必
要
だ
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
」
と

佐
藤
教
授
。
今
で
は
、
完
成
し
た
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
多
く
の

世
帯
の
住
民
が
安
全
な
水
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ブ
ン
チ
ュ
ン
博
士

は
、
現
在
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
科
大
学
に

戻
り
、
教
壇
に
立
ち
な
が
ら
研
究
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
深
刻
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
地
元
住
民

や
支
援
活
動
を
行
う
人
た
ち
へ
の
被
害

が
後
を
絶
た
な
い
地
雷
問
題
だ
。
こ
の

課
題
に
対
し
て
も
、
S
E
E
D-

N
e
t

を
活
用
し
た
共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　「
現
在
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
科
大
学
の

教
員
や
学
生
と
協
力
し
て
、
地
雷
探
知

機
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

こ
う
話
す
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
国
で
地
雷
探
知
除
去
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
き
た
東
京
電
機
大
学
の

石
川
潤
教
授
だ
。
石
川
教
授
は
、
探
知

機
の
動
作
原
理
を
学
生
に
説
明
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
、
現
地
で
調
達
可
能
な

材
料
を
使
っ
た
安
価
な
探
知
機
を
開
発

し
た
。
今
後
は
、
東
京
工
業
大
学
で
共

同
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
地
雷
探
知
ロ

ボ
ッ
ト
と
の
連
動
試
験
も
予
定
さ
れ
て

い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
地
雷
探

査
技
術
の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
S
E
E
D-

N
e
t
を
通
じ
て
日
本

　
　
　
　
　
　
　

　「
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い
う
言

葉
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

昨
今
。
留
学
生
と
机
を
並
べ
て
英
語
で

授
業
を
受
け
る
と
い
う
光
景
は
、
日
本

の
大
学
で
も
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
特
に
、
A
S
E
A
N
地
域
か
ら
の

留
学
生
の
数
は
、
こ
の
30
年
間
で
約
20

倍
と
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
本
と
A
S
E
A
N

交
流
促
進
や
産
学
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
拡
大

大
学
の
知
識
や
技
術
を

地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る

A
S
E
A
N
域
内
の
社
会
・
経
済
発
展
を
支
え
る
工
学
系
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
―
―
。

各
国
と
学
術
面
で
の
結
び
付
き
も
強
い
日
本
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
だ
。

A
S
E
A
N
共
同
体
の
人
的
な
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

発
展
を
支
え
る

優
秀
な
〝
知
〞の
確
保
へ

SEED-Netを活用して、タイの
チュラロンコン大学を卒業した
学生たち。これから、それぞれ
の分野での活躍が期待される

東京電機大学との共同研究プロジェクトで、地雷探知機の回路
を改良するカンボジア工科大学の学生

石川教授は2001年から約５年間、
科学技術振興機構（JST）の地雷
探知除去プロジェクトのマネジメント
を担当した経験を持つ（写真は開
発機器の評価試験の様子）

飲料水のヒ素汚染が問題と
なっている地域で、水質調査
を行うカンボジア工科大学
のブンチュン博士（左）

ヒ素汚染の除去システムの導入を喜ぶ地元の子
どもたち

の
大
学
や
域
内
の
別
の
大
学
で
学
位
を

取
得
し
た
多
く
の
留
学
生
が
、そ
の
後
、

母
国
の
大
学
に
戻
り
教
員
や
研
究
者
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
恩

師
と
の
つ
な
が
り
を
継
続
し
て
共
同
研

究
を
続
け
た
り
、
今
度
は
教
え
子
を
同

じ
大
学
に
留
学
さ
せ
た
り
と
、
大
学
間

の
関
係
性
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
側
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
も
大

き
い
。
一
つ
が
、
留
学
生
の
受
け
入
れ

な
ど
を
通
じ
て
大
学
の
国
際
化
が
進
む

こ
と
。
も
う
一
つ
が
、
大
学
の
知
識
や

技
術
を
産
業
の
発
展
に
役
立
て
よ
う
と

２
０
１
３
年
に
始
ま
っ
た
産
学
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
だ
。
最
近
で
は
自
社

が
持
つ
製
品
や
技
術
を
A
S
E
A
N
地

域
に
適
応
さ
せ
る
た
め
、
現
地
で
研
究

開
発
を
行
う
日
本
企
業
が
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
海
外
進
出
の
動
き
を
、

調
査
研
究
や
人
材
の
面
か
ら
支
え
る
強

力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
S
E
E

D-

N
e
t
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
の
だ
。

　「
私
の
研
究
室
で
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
研
究
交
流
を
し
た
い
と
話
す
学
生
が

出
て
く
る
な
ど
、
良
い
刺
激
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
石
川
教
授
。
一
方
、
佐
藤

教
授
は
、「
S
E
E
D-

N
e
t
は
、
日

本
の
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
た
技
術

を
世
界
に
広
め
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
日
・
A
S
E
A
N
双
方
で
交
流
の

波
が
広
が
る
S
E
E
D-

N
e
t
は
、

域
内
の
「
人
的
連
結
性
」
の
強
化
に
向

け
た
鍵
と
な
り
そ
う
だ
。

プノンペン
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本
人
で
す
」

　「
人
身
取
引
」
と
は
、
暴
力
や
脅
迫
、

詐
欺
な
ど
の
手
段
を
使
っ
て
弱
い
立
場

の
人
々
を
搾
取
す
る
こ
と
。
女
性
や
子

ど
も
が
被
害
者
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
大
人
の
男
性
が
労
働
を
強
い
ら

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
メ
コ
ン
地
域
で

特
に
多
い
の
は
、
強
制
売
春
や
強
制
結

婚
な
ど
の
「
性
的
搾
取
」、工
場
、漁
船
、

家
事
労
働
な
ど
を
強
い
る
「
労
働
搾

取
」、
そ
し
て
強
制
的
な
物
乞
い
だ
。

　
メ
コ
ン
地
域
は
国
同
士
が
長
い
国
境

線
を
接
し
、
人
や
モ
ノ
の
移
動
が
盛
ん

だ
。
し
か
も
、
そ
の
中
に
は
タ
イ
と
中

国
と
い
う
経
済
的
に
発
展
し
て
き
て
い

る
国
、つ
ま
り
、 〝
出
稼
ぎ
先
〞
が
あ
る
。

大
き
く
分
け
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
タ
イ
へ
向
か
う

流
れ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
中
国
へ
向
か
う
、
二

つ
の
大
き
な
〝
人
の
流
れ
〞
が
あ
る
と

い
う
。

　「
こ
の
ほ
か
、
タ
イ
と
陸
続
き
の
マ

特集 ASEAN
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レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
か
ら
労
働
の

た
め
に
移
動
す
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
を
越
え
て
、
中
近
東
や

日
本
、
韓
国
、
欧
米
、
南
ア
フ
リ
カ
ま

で
被
害
者
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分

や
家
族
の
生
活
を
良
く
す
る
た
め
に
出

稼
ぎ
に
出
る
中
で
、
人
身
取
引
と
い
う

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
人
が
多
い
の
で

す
」

　
こ
う
し
た
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め

に
、
メ
コ
ン
地
域
の
国
々
は
２
０
０
４

年
、
中
国
を
含
む
地
域
間
協
定
や
二
国

間
協
定
を
締
結
し
、
協
力
し
て
対
策
に

あ
た
っ
て
い
る
。
百
生
さ
ん
が
取
り
組

ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
タ
イ

政
府
の
人
身
取
引
対
策
部
と
共
に
、
タ

イ
国
内
の
４
県
、
タ
イ
と
国
境
を
接
す

　
　
　
　
　
　
　

　「
人
身
取
引
の
被
害
に
は
、
大
き
く

分
け
て
労
働
搾
取
と
性
的
搾
取
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
消
費
者
が
よ
り
安
い
商

品
を
求
め
た
と
き
、
そ
の
商
品
を
作
る

た
め
に
強
制
的
に
働
か
さ
れ
て
い
る
人

た
ち
は
、
労
働
搾
取
の
被
害
者
で
す
。

外
国
人
労
働
者
の
賃
金
未
払
い
や
、
最

低
賃
金
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
の
人
た
ち
が
現
状
か
ら
逃
げ
ら

れ
な
い
立
場
で
あ
れ
ば
、
人
身
取
引
被

害
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま

す
」。
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、
現
在
、
タ

イ
で
メ
コ
ン
地
域
人
身
取
引
被
害
者
支

援
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
、
百
生
詩
緒

子
さ
ん
だ
。「
ま
た
、
日
本
で
は
毎
年

20
人
程
度
の
性
的
搾
取
被
害
者
が
、
人

身
取
引
被
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
て
女
性
で
、
半
数
以
上
が
日

新
た
な
人
生
の
た
め

被
害
者
一
人
一
人
を
支
え
る

強
制
労
働
や
性
的
搾
取

日
本
も
無
縁
で
は
な
い

の
事
情
聴
取
を
行
っ
て
き
た
が
、
被
害

者
の
心
の
動
き
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
た
」
と
の
声
が
聞
か

れ
る
。

　
被
害
者
の
保
護
か
ら
医
療
・
経
済
面

で
の
支
援
、
リ
ハ
ビ
リ
や
職
業
訓
練
を

通
し
て
故
郷
に
戻
り
、
新
た
な
生
活
を

始
め
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
は
、
複

数
の
省
庁
や
民
間
団
体
を
含
む
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
関
係
者
が
関
わ
っ
て
く

る
。
そ
こ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、

「
多
分
野
協
働
チ
ー
ム
（
Ｍ
Ｄ
Ｔ
）
ア
プ

ロ
ー
チ
」
だ
。
チ
ー
ム
全
体
の
調
整
役

と
な
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
軸
に

関
係
者
間
の
連
携
を
強
め
る
た
め
、Ｍ

Ｄ
Ｔ
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
よ

る
被
害
者
保
護
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化

や
、
研
修
を
通
し
た
関
係
者
の
対
話
の

強
化
を
行
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と
な
る
タ
イ

は
、
人
身
取
引
被
害
者
が
送
り
出
さ
れ

る
国
で
も
、
連
れ
て
来
ら
れ
る
国
で
も

あ
る
。
タ
イ
政
府
は
人
身
取
引
対
策
の

基
金
設
置
や
、
男
性
被
害
者
向
け
の
シ

ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
先
進
的
な
対
策
に
い

ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
は
、

被
害
者
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
取
る
た

め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
ス
キ
ル

向
上
や
、
元
被
害
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ

強
化
を
通
し
て
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を

吸
い
上
げ
る
試
み
も
進
む
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
統
合
で
人
の
移
動
が
増
え
る
中
、
タ

イ
の
経
験
を
周
辺
国
と
共
有
し
、
被
害

者
の
新
た
な
第
一
歩
を
い
か
に
後
押
し

す
る
か
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
だ
。

人
身
取
引
を
、
ど
こ
か
遠
い
国
の
話
と
考
え
る
な
ら
間
違
い
だ
。

日
本
国
内
で
も
毎
年
、
被
害
者
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

経
済
発
展
と
地
域
統
合
に
よ
り
人
の
移
動
が
増
え
る
こ
と
で
、
人
身
取
引
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。

こ
の
課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
日
本
と
メ
コ
ン
地
域
諸
国
の
試
行
錯
誤
が
続
く
。

経
済
発
展
が
も
た
ら
す
負
の
側
面

人
身
取
引
に
立
ち
向
か
う も

も  

せ    

し   

お

人身取引被害者の自助グループ
が啓発のための寸劇を練習する
様子。自助グループは、被害者側
の声をフィードバックする重要な
役割を担っている

国境となっているメコン川を挟んでラオス
のボケオ県からタイのチェンライ県を望む。
ラオス側からタイに出稼ぎに行く労働者は
手前にあるような小型ボートで川を渡る

タイのウボンラチャタニ県はラオスの
チャンパサック県と接しており、県同
士の覚書を交わして人身取引対策
での協力を行っている。国境地域両
県のネットワーク強化のためにワーク
ショップを開催した

プロジェクトで作成したガイドラインを各県の人身取引対策チームが活用できるようにワークショップを開催。プロジェクト
対象地区の一つチェンライ県では、ロールプレイを通じて各機関の役割や取るべき行動・態度について話し合った

る
ラ
オ
ス
の
２
県
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
１

県
で
、
人
身
取
引
の
対
策
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
人
身
取

引
の
対
策
関
係
者
が
被
害
者
の
人
生
立

て
直
し
に
対
し
て
効
果
的
な
支
援
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
が
、
決
し
て

簡
単
で
は
な
い
。
百
生
さ
ん
は
「
被
害

者
が
過
去
を
乗
り
切
っ
て
新
た
な
人
生

に
踏
み
出
す
た
め
に
は
、
心
と
体
の
傷

か
ら
回
復
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
被

害
者
が
加
害
者
を
法
廷
に
訴
え
、
加
害

者
が
罰
を
受
け
、
被
害
が
賠
償
さ
れ
る

こ
と
で
、
よ
う
や
く
新
た
な
人
生
の
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
」
と
強
調
す
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
自
分
の
体
験
を
公
に
す
る
こ
と
で

被
害
者
が
い
っ
そ
う
苦
し
ん
だ
り
、
加

害
者
が
地
元
の
有
力
者
で
あ
る
た
め
に

被
害
者
本
人
や
家
族
を
脅
迫
す
る
な
ど

の
理
由
で
、
裁
判
に
踏
み
切
れ
な
い
こ

と
も
多
い
。

　
ま
た
、
人
身
取
引
に
最
前
線
で
立
ち

向
か
う
警
察
や
検
察
は
、
仕
事
柄
、
加

害
者
の
取
り
締
ま
り
に
考
え
が
向
き
が

ち
だ
と
、
百
生
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
そ

こ
で
、
警
察
か
ら
の
参
加
者
が
多
い
能

力
強
化
研
修
で
は
、
被
害
者
の
視
点
に

立
つ
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
も
「
今
ま
で
、
加
害
者
の

取
り
締
ま
り
と
い
う
視
点
で
被
害
者
へ

チーフアドバイザーの百生専門家（左から二
人目）が人身取引被害者の自助グループの
メンバーと、裁判支援イベントの打ち合わせ
業務調整員の小田哲郎専門家（前列右か
ら二人目）がラオスのボケオ県人身取引対
策チームとNGO Alliance Anti Trafic 
（AAT）の「新しい男は、女性を買わない」と
書かれたキャンペーン用Tシャツを着ている

［右］

［左］

こ

バンコク

from タイ

Thailand
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今
で
こ
そ
、「
世
界
で
最
も
信
頼
で

き
る
国
」
の
筆
頭
に
日
本
が
挙
が
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
。
し
か
し
、
昔
か
ら
日

本
に
好
意
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
70
年
前
の
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、

日
本
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
次
々
と
侵

略
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
連
合

国
と
の
激
烈
な
戦
闘
が
行
わ
れ
、
何
の

関
係
も
な
い
現
地
の
人
々
が
命
を
落
と

し
た
の
で
す
。

　
戦
後
の
日
本
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
対

し
て
戦
後
賠
償
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た

国
際
協
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
第
二
次
大
戦
で
被
害
を
与
え
た

国
々
へ
の
贖
罪
の
意
味
も
あ
り
ま
し

た
。
日
本
は
空
港
や
道
路
は
も
ち
ろ
ん
、

学
校
や
病
院
も
数
多
く
作
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
目

は
冷
た
い
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
１
９

７
４
年
、
当
時
の
田
中
角
栄
首
相
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
タ
イ
を
歴
訪
し
た
と

き
、
両
国
の
人
た
ち
は
「
か
つ
て
は
軍

隊
で
侵
略
し
た
日
本
が
、
今
度
は
カ
ネ

で
侵
略
し
に
来
た
」
と
、
反
日
デ
モ
を

繰
り
広
げ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
戦
火
に

包
ま
れ
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
最
近
ま
で
、
こ

の
地
域
で
は
戦
争
や
内
戦
が
起
き
て
い

ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
少
な
く

と
も
１
０
０
万
人
の
ベ
ト
ナ
ム
国
民
が

亡
く
な
り
、
1
9
7
5
年
の
戦
争
終
結

か
ら
市
場
開
放
し
て
経
済
発
展
を
始
め

る
ま
で
、
25
年
の
歳
月
が
か
か
り
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
戦
争
や
内
戦
を
前
に
、
日

本
人
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
復
興
の
た

め
に
汗
を
流
し
、
中
に
は
犠
牲
者
も
出

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
90
年
代
に
進
ん

だ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
民
主
化
で
は
、
明
石

康
さ
ん
が
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治

機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
事
務
総
長
特

別
代
表
と
し
て
復
興
を
リ
ー
ド
し
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
実

施
し
た
選
挙
の
監
視
員
を
務
め
て
い
た

中
田
厚
仁
さ
ん
や
、
文
民
警
察
官
と
し

て
岡
山
県
警
か
ら
派
遣
さ
れ
た
高
田
晴

行
警
部
補
が
殺
害
さ
れ
て
い
ま
す
。
長

年
の
政
治
的
混
乱
を
経
て
、
今
、
イ
ン

ド
シ
ナ
半
島
の
国
々
は
経
済
発
展
の
道

を
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
先
ん
じ

侵
略
と
内
戦
を
乗
り
越
え

同
じ
道
を
歩
く
仲
間
と
し
て

カンボジアとベトナムの国境地帯。車
に乗ったまま通過することはできず、
荷物を持って徒歩で陸路を渡る

ベトナムのカイゼン吉田スクールの
授業の様子。日本企業の知見を学
ぶのが、生徒たちの目標だ

ホーチミン市役所前は、
夜も人でにぎわっている

戦争証跡博物館に並
ぶ弾薬は、ベトナム戦
争で使われたもの

ルの
を学

ホーチミン市役所前は、
夜も人でにぎわっている

未 来 へと 続 く道
日本とＡＳＥＡＮ諸国の関係は、年を追うごとに深まっている。
幾多の混乱を乗り越え、経済発展の道を歩むＡＳＥＡＮ諸国にとって
日本は真のパートナーとなれるだろうか。
ジャーナリストの池上彰さんが、メコン地域に広がる協力の現状を取材した。

池上 彰さん 南部経済回廊を行く

戦争証跡博物館に並
ぶ弾薬は、ベトナム戦

し
ょ
く
ざ
い
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て
、
経
済
発
展
の
道
を
歩
み
ま
し
た
。

今
、
郊
外
に
工
場
が
次
々
と
建
ち
始
め

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
50
年
代
終
わ
り
の
日

本
を
思
わ
せ
、
ビ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

に
沸
く
ベ
ト
ナ
ム
は
70
年
代
の
、
タ
イ

の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
に
ぎ
わ
い
は
バ
ブ

ル
全
盛
期
の
日
本
の
姿
に
似
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
自
ら
の
歴
史
を
振
り

返
る
こ
と
で
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国
々
に

合
っ
た
協
力
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
今
回
、
私
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
タ
イ
に
か
け
て
の
３
カ
国
を
取

材
し
ま
し
た
。
日
本
の
国
際
協
力
で
、

こ
れ
ら
の
国
々
を
道
路
で
つ
な
ぐ
「
南

部
経
済
回
廊
」の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
発
足
と
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
の
地
域
の
経
済
発
展

を
支
え
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
直
接

見
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
旅
の
ス
タ
ー
ト
地
点
、
ベ
ト
ナ
ム
の

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
。
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
・

マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
植
民

地
時
代
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
作
家
の
開

高
健
は
、
１
９
６
４
年
、
こ
の
ホ
テ
ル

を
拠
点
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
最
前
線
を

取
材
し
、
反
政
府
ゲ
リ
ラ
の
襲
撃
を
受

け
て
九
死
に
一
生
を
得
た
の
で
し
た
。

そ
ん
な
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
か
ら
40

年
が
た
ち
、
経
済
発
展
著
し
い
こ
の
国

に
、
世
界
中
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
朝
早
く
ホ
テ
ル
を
発
ち
、
車
で
２
時

間
ほ
ど
西
へ
と
走
る
と
、
国
境
に
近
い

街
モ
ク
バ
イ
に
到
着
し
ま
す
。
さ
ら
に

進
む
と
、
国
境
付
近
で
は
延
々
と
コ
ン

テ
ナ
を
積
ん
だ
ト
レ
ー
ラ
ー
や
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
先
に
あ
る
の
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
国
境
施
設
で
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
現
在
、
安
い
人
件
費

を
武
器
に
工
業
を
誘
致
し
て
生
産
拠
点

と
し
て
産
業
の
足
場
を
固
め
る
、
工
業

発
展
の
初
段
階
に
あ
り
ま
す
。
だ
い
た

い
ど
の
国
で
も
、
工
業
は
人
件
費
の
安

さ
を
生
か
し
た
生
産
拠
点
か
ら
、
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
商
品
の
生
産
、
最
終

的
に
は
自
分
た
ち
で
開
発
し
た
製
品
の

販
売
へ
と
成
長
し
て
い
く
わ
け
で
す

が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
成
長
に
必
要
な
の

が
、
国
内
で
作
っ
た
製
品
を
速
く
、
安

く
海
外
に
運
ぶ
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
で
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
港
の
整
備
は
進
ん

で
い
ま
す
が
、
隣
接
す
る
タ
イ
や
ベ
ト

ナ
ム
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
物
を
運
び
、

そ
こ
か
ら
船
に
乗
せ
る
方
が
早
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
か
ら
原
材

料
を
運
ん
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
加
工
し
、

そ
れ
を
タ
イ
に
持
ち
帰
っ
て
最
終
的
な

製
品
に
仕
上
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
西
へ
走
る
と
、
広
大
な
メ
コ

ン
川
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
を
渡
れ

ば
、
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
ま
で
は
約
２
時

間
で
す
が
、
１
年
前
ま
で
手
段
は
船
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
日

本
は
10
年
が
か
り
で
こ
の
川
を
渡
る
橋

を
架
け
ま
し
た
。
名
付
け
て
「
つ
ば
さ

橋
」。
橋
の
全
長
は
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路

も
含
め
て
5
4
0
0
メ
ー
ト
ル
で
、
た

も
と
に
は
「
日
本
の
人
々
か
ら
の
贈
り

物
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
昨
年
４
月
に
つ
ば
さ
橋
が
完
成
し
、

そ
れ
ま
で
長
く
て
数
時
間
か
か
っ
て
い

た
メ
コ
ン
川
の
横
断
が
、
わ
ず
か
数
分

で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
そ
う
説

明
し
て
く
れ
た
の
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
日

本
通
運
株
式
会
社
の
松
野
下
隆
社
長
で

す
。「
ま
た
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
中
心
地

区
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
夜
間
し
か
通

行
で
き
ま
せ
ん
。
以
前
は
夜
、
フ
ェ
リ

ー
は
運
航
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
車
な
ら
昼
夜
関
係
な
く
渡
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
輸
送
時
間
の
見
通
し

が
立
て
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
北
西
に
約
４
０
０

キ
ロ
。
今
度
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ

と
の
国
境
が
見
え
て
き
ま
す
。
ポ
イ
ペ

ト
の
国
境
検
問
所
を
越
え
て
タ
イ
に
入

る
と
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
き
ち
ん
と

整
備
さ
れ
た
幹
線
道
路
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
植
民
地
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
今

日
を
迎
え
た
タ
イ
は
、
経
済
発
展
が
進

み
、
日
本
企
業
も
数
多
く
進
出
し
て
い

ま
す
。
首
都
バ
ン
コ
ク
の
東
に
は
、
国

際
港
を
擁
す
る
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
工
業
団

地
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
タ
イ

国
内
の
加
工
貿
易
に
使
わ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
南
部
経
済
回
廊
を
通
じ
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
半
島
各
国
で
生
産
し
、
海
外

に
輸
出
す
る
、
と
い
っ
た
分
業
が
低
コ

ス
ト
で
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
近
い
将
来
、
南
部
経
済
回
廊
は
タ
イ

か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
と
整
備
さ
れ
る
予

定
で
す
。
一
本
の
道
路
で
結
ば
れ
た
イ

ン
ド
シ
ナ
半
島
の
国
々
が
、
ア
ジ
ア
経

済
の
け
ん
引
役
と
し
て
大
き
く
成
長
し

て
い
く
日
は
近
い
で
し
ょ
う
。

地
域
の
経
済
発
展
を
支
え
る

国
境
を
越
え
た
大
動
脈

南部経済回廊を通過する
数多くの貨物車両

メコン川を横断する「つばさ橋」。
橋につながるアプローチ部分を
含めると、全長は５キロを超える

カンボジア工科大学の教員は、
東京工業大学の卒業生だった

南部経済回廊を通過する
数多くの貨物車両

員は、
った

バンコクの新地下鉄パープル
ライン一号車両は納品された
ばかり。同線は、日本の企業連
合が受注した

たまたま通り掛かった、カンボジア
の風景。道路の拡張といった作業
でも、あらかじめ地雷有無の確認が
必要となる

タイの道路はまさに経済回廊 カンボジアからタイへ向かう国境 ベトナムからカンボジアへ
ベトナムに比べて、
カンボジアの道路は整備が遅れている

ブンタオ

ホーチミン

バンコク

ダウェー

プノンペン

南部経済回廊

南部経済回廊を東から西へ
ベトナム郊外の幹線道路
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か
つ
て
、
富
山
県
の
神
通
川
流
域
で
発
生

し
た
公
害
病
の
一
つ
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
。

体
中
が
激
痛
に
襲
わ
れ
、
患
者
が
「
イ
タ
イ

イ
タ
イ
」
と
苦
し
ん
だ
こ
と
か
ら
そ
の
名
が

付
い
た
。
原
因
は
、
神
通
川
上
流
に
あ
る
鉱

山
か
ら
排
出
さ
れ
た
カ
ド
ミ
ウ
ム
。
そ
れ
が

川
や
農
地
を
汚
染
し
、
人
々
に
病
気
が
広
が

っ
た
の
だ
。

　
こ
の
工
業
発
展
に
伴
う
負
の
遺
産
は
、
今
、

国
境
を
超
え
て
語
り
継
が
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
場
所
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
南
タ
ン
ゲ

ラ
ン
市
だ
。「
こ
の
地
域
は
首
都
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
近
く
、
住
宅
地
や
商
業
施
設
な
ど
の
大

規
模
な
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
年
々
、
緑

は
減
少
し
、
人
口
流
入
に
よ
る
ご
み
問
題
も

深
刻
で
す
」。
こ
う
指
摘
す
る
の
は
、
富
山

県
に
拠
点
を
置
く
一
般
社
団
法
人
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
教
育
振
興
会
の
窪
木
靖
信
代
表
だ
。
同

会
は
、
事
態
を
重
く
見
た
南
タ
ン
ゲ
ラ
ン
市

教
育
局
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
同
市
内
に

あ
る
約
３
０
０
校
全
て
の
小
学
校
に
「
環
境
」

の
科
目
を
導
入
し
、
そ
れ
を
定
着
さ
せ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
今
回
新
た
に
作
成
さ
れ
る
教
科
書

の
中
で
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
歴
史
も
紹
介

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
育
支
援
を
目
的
と
す

る
同
会
が
設
立
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
２
０

０
０
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
観
光
で
初
め
て
バ

リ
島
を
訪
れ
た
窪
木
代
表
は
、
雨
の
中
、
傘

も
持
た
ず
に
は
だ
し
で
物
売
り
を
す
る
少
女

を
目
に
し
た
。「
旅
行
中
は
そ
こ
ま
で
気
に

な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
帰
国
後
、
そ
の

光
景
が
ど
う
し
て
も
頭
か
ら
離
れ
な
く
な
っ

た
の
で
す
」。
そ
の
後
、
窪
木
代
表
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
富
山
大
学
に
留
学
し
て
い

た
学
生
か
ら
、
現
地
の
劣
悪
な
教
育
環
境
を

聞
き
、「
え
ん
ぴ
つ
１
本
か
ら
で
き
る
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
同
会
を

立
ち
上
げ
た
。

　
初
め
の
こ
ろ
は
、
南
タ
ン
ゲ
ラ
ン
市
の
小
学

校
を
訪
問
し
て
、
文
具
の
配
布
や
、
富
山
県

で
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
机
や
椅
子
の
寄
付

と
い
っ
た
草
の
根
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
学
校
教
育
の
実
態
調
査
を
進
め
た
。
そ

の
結
果
、
最
貧
困
地
域
を
中
心
に
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
学
校
の
不
足
に
よ
っ
て
教
育

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、

２
０
１
０
年
、
現
地
で
教
育
法
人
を
設
立
し
、

小
学
校
の
建
設
を
支
援
し
た
。
こ
う
し
た
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
続
け
る
同
会
に
、
現

地
の
人
々
も
厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、
２
０
１
４
年
、
環
境
教
育
に
焦

点
を
当
て
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

っ
た
。
主
な
活
動
内
容
は
、
教
材
の
作
成
と

教
員
研
修
だ
。「
単
に
日
本
の
教
科
書
を
翻

訳
す
る
の
で
は
な
く
、
現
地
の
教
育
機
関
が

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
組
み
立
て
、
そ
の
地
に

適
し
た
教
科
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
、
日

本
の
知
見
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
窪
木
代
表
。

　
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、
理
科
や
社
会
な
ど

の
授
業
の
中
で
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
作
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
掃
除
や
課

外
活
動
と
い
っ
た
学
校
生
活
全
体
で
環
境
に

対
す
る
意
識
を
育
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。
授

業
だ
け
を
教
育
の
場
と
し
て
捉
え
、
授
業
以

外
の
時
間
は
児
童
を
放
任
し
が
ち
な
教
員
が

多
い
た
め
、
休
み
時
間
に
な
る
と
、
校
内
の

至
る
所
で
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
横
行
し
て
い

る
の
だ
。

学
校
生
活
全
体
で

子
ど
も
の
意
識
を
変
え
る

負
の
歴
史
を
知
り

環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
そ
こ
で
、
現
地
の
教
員
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

関
係
者
に
日
本
式
の
学
校
教
育
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
富
山
大
学
附
属
小
学
校
を
訪
れ
、

授
業
や
掃
除
の
様
子
な
ど
を
視
察
す
る
研
修

を
行
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
小
学
校
で
は

業
者
が
清
掃
を
行
う
た
め
、
掃
除
の
時
間
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に
驚
き
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。
研
修
に
参
加
し
た
国
立
イ

ス
ラ
ム
大
学
教
育
学
部
の
ヤ
ン
テ
ィ
・
ヘ
ル

ラ
ン
テ
ィ
教
授
は
、「
授
業
の
導
入
部
分
で

児
童
の
心
を
つ
か
む
こ
と
の
大
切
さ
や
、
教

科
書
に
は
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
が
丁
寧
に
解
説

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
行
は
県
立
イ
タ

イ
イ
タ
イ
病
資
料
館
も
訪
問
し
、
環
境
保
護

の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
帰
国
後
は
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
他
の

教
員
ら
も
共
有
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考

え
、
分
か
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
教
科
書
の
作
成
を
進
め
て
い
っ
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
既
に
完
成
し
、
現
在
は
、

教
科
書
の
最
終
レ
イ
ア
ウ
ト
を
調
整
し
て
い

る
大
詰
め
の
段
階
だ
。
予
定
通
り
進
め
ば
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
校
と

な
っ
て
い
る
30
校
で
完
成
し
た
教
科
書
が
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
小
学
校
で
の

環
境
教
育
が
定
着
す
れ
ば
、
次
は
中
等
教
育

へ
の
拡
大
も
検
討
し
て
い
く
と
い
う
。

　「
私
た
ち
日
本
の
経
験
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
教
育
の
下
支
え
に
な
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
与
え
、
育
む
機
会
が
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
」
と
窪
木
代
表
は
語
る
。〝
環
境

の
目
〞
を
養
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の

将
来
を
支
え
る
存
在
と
な
る
は
ず
だ
。

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

子どもたちの“環境の目”を育む
発展を続けるインドネシアの首都圏では、
開発に伴う環境問題が深刻化している。

かつて同じ道をたどった日本の経験を伝えるべく、
現地の環境教育を推進するプロジェクトが進められている。

ごみの投げ捨てが問題になっている南タンゲラン市。至る所に
ごみが散乱している

日本での研修後、他の教員らにも学んだこと
を共有。「教員側も楽しみながら授業を行うこ
とが大切」と日本式の学校教育を伝えた

完成間近の教科書の
１ページ。イタイイタイ
病について紹介され
ている

インドネシア教育振興会
一般社団法人

富山大学附属小学校を訪れ、
掃除時間の様子を見学する
南タンゲラン市の教員ら

アシスタント・プロジェクト
マネージャーとして活動
する窪木代表。現地で
のゴミの収集作業を手
伝うことも

インドネシア

南タンゲラン市
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昨
年
12
月
11
日
、
本
州
最
北
端
の
地
、
青

森
県
に
あ
る
八
戸
市
立
長
者
中
学
校
で
は
、

中
学
１
年
生
の
生
徒
た
ち
が
年
賀
状
を
書
い

て
い
た
。
自
分
の
得
意
な
絵
を
描
く
子
、
干

支
や
富
士
山
な
ど
、
正
月
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
シ
ー
ル
を
買
っ
て
用
意
し
て
き
た
子
。
82

通
り
の
年
賀
状
が
徐
々
に
出
来
上
が
っ
て
い

く
様
子
に
、
間
も
な
く
新
し
い
年
を
迎
え
る

こ
と
を
実
感
す
る
。

　「
こ
れ
、
誰
に
出
す
の
」。
そ
う
尋
ね
る
と
、

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
学
生
」
と
元
気
の
良

い
声
。「
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
大
学
生

だ
か
ら
、
少
し
日
本
語
で
書
い
て
も
大
丈
夫

な
ん
で
す
」。　

　
書
き
か
け
の
年
賀
状
を
照
れ
な
が
ら
見
せ

て
く
れ
た
生
徒
た
ち
の
中
に
は
、
辞
書
を
引

き
つ
つ
、
英
語
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の

〝
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
〞
を
調
べ
て
書

い
た
り
す
る
子
も
い
た
。
彼
ら
が
思
い
思
い

に
し
た
た
め
た
年
賀
状
は
、
今
頃
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
到
着
し
、
同
じ
八
戸
出
身
で
、
現

地
で
日
本
語
教
師
と
し
て
活
動
す
る
J
I
C

A
青
年
海
外
協
力
隊
の
出
貝
佳
子
さ
ん
を
通

じ
て
、
地
元
の
大
学
生
に
手
渡
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
の
活
動
は
、「
今
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
国
際
協
力
」
の
テ
ー
マ
の
下
、
長
者
中
学

校
の
１
年
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
授
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
だ
。
学
年
主

任
の
細
山
美
栄
子
先
生
は
、「
私
は
英
語
教

員
で
す
が
、
開
発
途
上
国
を
は
じ
め
、
英
語

圏
以
外
の
国
の
こ
と
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
国
際
理
解
に
つ
な
が
る
授
業

を
始
め
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
昨
年
９
月
、
細
山
先
生
が
地
元
の
J
I
C

A
青
森
デ
ス
ク
か
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
で
活
動
中
の
青
年
海

外
協
力
隊
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
を
機

に
、
彼
ら
と
生
徒
た
ち
と
の
間
で
メ
ー
ル
の

や
り
取
り
が
始
ま
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

日
本
語
教
師
と
し
て
活
動
す
る
出
貝
さ
ん
か

ら
、
現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
教
え
て

も
ら
っ
た
と
い
う
土
屋
実
穂
さ
ん
は
、「
私

た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
を
使
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
外
国
で
は

そ
う
で
は
な
い
と
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
大
切
に
使
い
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
た
。

　
生
徒
と
世
界
を
つ
な
げ
る
活
動

を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
、
次
に
細

山
先
生
が
考
え
た
の
が
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
活
動
す
る
協
力
隊
の
赴

任
先
の
生
徒
た
ち
、
つ
ま
り
日
本

語
を
勉
強
す
る
現
地
の
大
学
生
と

の
交
流
だ
。
こ
う
し
て
、
青
森
か

ら
海
を
越
え
て
年
賀
状
を
送
ろ
う

と
い
う
計
画
が
始
ま
っ
た
。

「
今
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
国

際
協
力
」
は
、
年
間
を
通
じ
た
総

合
の
授
業
だ
。
１
年
生
た
ち
は
、

こ
の
授
業
で
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

１
学
期
は
、「
日
本
を
知
ろ
う
」
か
ら
始
ま
り
、

地
元
出
身
の
講
師
を
招
い
て
八
戸
市
に
伝
わ

る
昔
話
を
聞
い
た
り
、
夏
に
は
岩
手
県
の
九

戸
郡
野
田
村
で
東
日
本
大
震
災
の
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
年
寄
り
を
訪
れ
た
り
し

な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
へ
の
関

心
を
高
め
た
。
２
学
期
に
な
る
と
、「
世
界

を
知
ろ
う
」
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
J
I

C
A
の
協
力
を
得
て
、
シ
リ
ア
で
活
動
し
て

い
た
青
年
海
外
協
力
隊
経
験
者
を
招
い
て
講

演
会
を
開
い
た
。
シ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
女
性
た
ち
が
身
に
着
け
て
い
る
「
ニ
カ
ブ
」

を
ま
と
い
、
顔
を
含
む
全
身
を
黒
の
衣
装
で

覆
っ
た
姿
で
登
場
し
た
元
協
力
隊
員
は
、
現

地
の
暮
ら
し
や
イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
話
し

て
く
れ
た
。

「
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
は
、

初
め
て
イ
ス
ラ

ム
教
を
身
近
に
感

じ
た
体
験
と
な
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
う

毎
日
で
す
が
、
講
演
会
の
お

か
げ
で
、
生
徒
た
ち
は
イ
ス
ラ
ム

教
に
対
し
て
す
ん
な
り
と
関
心
を
向
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
」。
そ
う
話
す
細
山
先
生
の

言
葉
通
り
、
実
際
、
年
賀
状
作
り
に
熱
中
す

る
教
室
で
は
、「
イ
ス
ラ
ム
教
の
人
が
た
く

さ
ん
い
る
国
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
な
い
っ

て
聞
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
そ
う
み

た
い
で
す
」
と
、
色
鉛
筆
片
手
に
磯
岡
咲
杜

君
が
話
し
て
く
れ
た
。
日
本
と
異
な
る
慣
習

や
文
化
に
初
め
て
出
会
っ
た
生
徒
た
ち
は
、

ど
ん
な
返
事
が
来
る
だ
ろ
う

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
宛
て
た

年
賀
状

世
界
を
知
っ
て
も
ら
う

そ
れ
は
生
徒
た
ち
に

道
を
つ
く
る
こ
と

完成間近の年賀状には、インドネシア語、英語、
日本語の３カ国語でメッセージが書かれていた

衣類回収のボランティアで自分の出身幼稚園を訪れた生徒たち。
細山先生が大手衣料品メーカーにCSR活動の講演依頼をしたことが取り組みの始まりだ

世界の友達へ、届け年賀状

そ
れ
ぞ
れ
が
講
演
会
な
ど
を
通
し
て
、
地
域

へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
自
分
な
り
に

理
解
を
深
め
て
い
る
よ
う
だ
。

長
者
中
学
校
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
難
民
を

は
じ
め
と
す
る
世
界
の
人
々
に
衣
類
を
届
け

る
大
手
衣
料
品
メ
ー
カ
ー
の
C
S
R
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）
活
動
に
賛
同
し
、
昨
年
10

月
に
１
年
生
全
員
で
衣
類
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
挑
戦
。
手
作
り
の
ポ
ス
タ
ー
と
回
収

箱
を
持
っ
て
自
分
の
出
身
幼
稚
園
や
小
学
校

な
ど
を
回
り
、
地
域
の
人
々
の
協
力
を
呼
び

掛
け
た
結
果
、
２
週
間
で
約
4
3
0
0
枚
の

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
衣
料
が
集
ま
っ
た
。

回
収
し
た
洋
服
は
、
メ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
世

界
中
の
人
々
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

「
私
自
身
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
教
師
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
世
界

に
つ
な
が
る
道
を
つ
く
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら

と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
世
界
中
に
た
く

さ
ん
友
達
が
で
き
た
ら
、
き
っ
と
平
和
な
世

界
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
」。
明
る

く
生
徒
た
ち
を
照
ら
す
細
山
先
生
の
周
り
に

は
、
絶
え
ず
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ

っ
た
。

シリアで活動していた青年海外協力隊経験者の講演会。「シリアで
は２人に１人が避難を余儀なくされている」と聞いて驚く生徒たち

connect with

インドネシア

Indonesia

元日の朝。いつもならまだ寝ていたい時間なのに、
大切なあの人やこの人から年賀状が届く朝は、待ち遠しさに心が躍る。

今年、そんな年賀状の喜びをインドネシアに伝えたのは　
青森県八戸市立長者中学校の１年生たちだ。

「どんな年賀状ができたの
かな」と細山先生も興味
津々。３学期は世界とのつ
ながりを踏まえつつ、「自分
の夢」をテーマに授業を展
開する予定だ

世界とつながる
教室

年賀状を受け取る
インドネシアの学生たち

さ
き 

と

で 

が
い 

よ
し   

こ
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ン
村
に
あ
る
、
ト
ゥ
イ
ア
ン
障
害
児
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
だ
。
脳
性
麻
痺
や
聴
覚
障
害
、知
的
障
害
、自
閉
症
な
ど
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
約
２
０
０
人
が
こ
こ
で
生
活
し
て
い

る
。
中
村
さ
ん
の
主
な
仕
事
は
、
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
の
ク

ラ
ス
を
巡
回
し
な
が
ら
、
現
地
の
教
員
に
障
害
児
教
育
の
理
論

や
教
授
法
を
伝
え
る
こ
と
だ
。
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て

知
的
障
害
児
の
ク
ラ
ス
に
も
顔
を
出
し
、
ス
プ
ー
ン
の
使
い
方

な
ど
、
日
常
生
活
に
必
要
な
動
作
の
訓
練
に
つ
い
て
の
指
導
法

を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
多
い
。
セ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
り
、
同
僚
と
も
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
い
る
。

　「
赴
任
し
て
感
じ
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
福
祉
の
現

状
は
、
日
本
の
40
〜
50
年
前
の
よ
う
な
状
況
だ
と
い
う
こ
と
で

す
」。
中
村
さ
ん
は
、教
材
や
人
材
が
不
足
し
て
い
る
中
、常
に
、

〝
ど
う
し
た
ら
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
自
立
し
、
自
発
的
に
行
動

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
〞
と
い
う
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
授

業
の
内
容
を
組
み
立
て
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
地
で
は
、
言
葉

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
障
害
児
の
授
業
は
、

発
声
や
会
話
の
練
習
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
中
村
さ
ん
は
、
写

真
や
絵
カ
ー
ド
を
使
っ
て
子
ど
も
が
自
分
の
要
求
や
意
思
を
伝

え
る
方
法
を
取
り
入
れ
た
。
教
員
側
が
子
ど
も
に
何
か
伝
え
る

と
き
も
、
同
様
に
絵
カ
ー
ド
を
使
う
こ
と
で
、
音
声
言
語
だ
け

に
頼
っ
て
い
た
と
き
よ
り
も
容
易
に
、
そ
し
て
具
体
的
に
意
思

疎
通
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
子
ど
も
の
理
解
や
成
長
を
促
す
た
め
に
は
、
障
害
児
教
育
を

担
う
現
地
の
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
重
要
だ
。
中
村
さ
ん
が

同
僚
を
集
め
て
教
授
法
や
教
材
作
り
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
と
、

「
も
っ
と
知
り
た
い
」「
ど
う
や
っ
た
ら
よ
り
効
果
的
に
教
え
ら

れ
る
の
」
と
、
教
員
た
ち
も
意
欲
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
。「
そ

の
一
方
で
、
教
員
数
が
少
な
い
た
め
、〝
教
材
を
作
る
時
間
が

な
い
〞
と
い
っ
た
声
も
多
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
時
は
、
一
緒

に
一
日
の
活
動
の
流
れ
を
見
直
し
、
ど
う
時
間
を
捻
出
す
る
か

考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
中
村
さ
ん
は
話
す
。

身
近
に
芽
生
え
た
福
祉
へ
の
関
心

　

活
躍
の
場
は
世
界
へ

　
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
児
教
育
発
展
に
力
を
注
い
で
い
る
中
村
さ

ん
が
福
祉
の
分
野
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
学
進
学

時
の
こ
と
だ
。「
祖
父
が
全
盲
で
、
外
出
す
る
た
び
に
不
便
を

感
じ
た
り
、
周
囲
の
目
が
気
に
な
っ
た
り
し
て
、
福
祉
を
学
び

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
中
村
さ
ん
は
振
り
返

る
。
加
え
て
、
中
学
時
代
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
を
見
学
し
た
こ
と
や
、
高
校
時
代
の
留
学
経
験

か
ら
、
国
際
協
力
に
も
関
心
を
持
ち
、
高
齢
化
や
貧
困
な
ど
、

世
界
に
共
通
す
る
社
会
の
課
題
を
学
び
つ
つ
、
地
域
に
合
っ
た

福
祉
の
在
り
方
を
考
え
る「
地
域
福
祉
」を
研
究
し
た
。
さ
ら
に
、

教
職
の
科
目
も
履
修
し
て
い
た
中
村
さ
ん
は
、
大
学
院
時
代
に

特
別
支
援
教
育
の
教
育
実
習
に
参
加
。「
子
ど
も
た
ち
の
が
ん

ば
る
姿
や
、
何
か
を
達
成
し
た
と
き
の
笑
顔
を
見
て
、
彼
ら
が

社
会
に
飛
び
立
つ
た
め
の
手
助
け
を
し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
」

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

成
長
し
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
個
別
に
課

題
を
設
定
し
て
い
く
中
村
さ
ん
の
指
導
法
は
、
現
地
の
教
員
に

と
っ
て
は
慣
れ
な
い
方
法
だ
。
そ
の
意
義
を
理
解
し
て
実
践
に

結
び
付
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
根
気
強
く
活
動
を
続

け
て
き
た
。
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
の
２
年
間
の
任
期
満
了

が
少
し
ず
つ
近
づ
く
今
、
中
村
さ
ん
は
、「
や
っ
と
、
子
ど
も

た
ち
の
行
動
に
結
果
が
表
れ
始
め
て
き
ま
し
た
」
と
喜
ぶ
。
赴

任
当
初
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
が
実
り
、
子
ど
も
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
広
が
り
始
め
た
の
だ
。
中
村
さ

ん
や
同
僚
の
教
員
た
ち
の
情
熱
に
支
え
ら
れ
て
、
子
ど
も
た
ち

は
自
分
の
足
で
人
生
を
歩
ん
で
い
く
た
め
に
一
歩
ず
つ
成
長
を

続
け
て
い
る
。

　
２
年
間
、
生
活
で
き
る
だ
ろ
う
か―

―

。
ベ
ト
ナ
ム
語
が
ほ

と
ん
ど
分
か
ら
ず
、
不
安
な
思
い
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
青
年

海
外
協
力
隊
生
活
。
あ
れ
か
ら
１
年
半
あ
ま
り
、
日
々
、
障
害

児
の
自
立
を
目
指
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
い
、
現
地
の

文
化
を
尊
重
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
障
害
児
教
育
の
発

展
を
後
押
し
し
て
き
た
中
村
さ
ん
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
で
の
経
験

の
お
か
げ
で
、
今
後
は
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
乗
り
越
え
ら

れ
る
気
が
し
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
中
村
さ
ん
が
活
動
す
る
の
は
、
ハ
ノ
イ
市
バ
ビ
郡
ト
ゥ
イ
ア

1983年京都府出身。大学で
福祉と国際協力を学んだ後、大
学院で英語教育を専攻。卒業
後、盲学校や特別支援学校に
勤務。2014年6月から青年海
外協力隊（障害児・者支援）とし
てベトナムで活動中。

PROFILEJICA 
Volunteer  

Story

a

NAKAMURA
Masaya

「
障
害
児
の
自
発
的
な
行
動
を
後
押
し
し
た
い
」

ベ
ト
ナ
ム
で
障
害
児
の
自
立
を
手
助
け
し
て
い
る
中
村
将
也
さ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
現
地
の
障
害
児
教
育
の
充
実
を
目
指
し
、

日
本
で
培
っ
た
特
別
支
援
教
育
の
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、日
々
、奮
闘
し
て
い
る
。

February 2016                       2425　                   February 2016

中
村
　
将
也

a.子どもたちは元気いっぱい。センターには、刺繡絵や造花、洋裁などさまざまなスキルを教える部署もある
b.現地教員向けのセミナーで、絵カードを使ったコミュニケーション方法を紹介し、一緒に練習した
c.自閉症クラスでは、日常生活をスムーズに送れるよう教室の環境を整備することも重要だ。仕切りを設けた靴箱にそれぞれの顔写真を貼ると、一人で正しい位置に靴を
　出し入れできるように
d.同じ色の穴に串を刺す、自閉症クラス向けの教材。色の見分けと、手の力の調整の２つの練習となる

生活訓練室での個別指導で、身体に麻痺のある子どもに手指の動かし方の訓練をする中村さん

b

d

c

同
僚
に
働
き
掛
け
な
が
ら
共
に
目
指
す
、

子
ど
も
た
ち
の
自
立

ま   

ひ

ベトナム
ハノイ市 バビ郡

ししゅう



世
界
の
自
然
災
害
の
被
害
者
の
9
割
近

く
が
集
中
す
る
と
い
わ
れ
る
ア
ジ
ア
。大

き
な
自
然
災
害
へ
の
対
応
は
、被
災
国
の

み
な
ら
ず
、周
辺
国
に
よ
る
適
切
な
救
援

が
鍵
を
握
る
。そ
う
し
た
状
況
に
備
え
る

た
め
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
災
害
医
療
の

連
携
体
制
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

加
納
大
道
さ
ん
だ
。

　

高
校
の
社
会
科
見
学
で
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
訓

練
所
を
訪
問
し
、
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
お
話
を
聞

い
た
の
が
、
国
際
協
力
を
知
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

学
生
時
代
に
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
東
南
ア
ジ

ア
や
南
米
を
渡
り
歩
き
、
厳
し
い
環
境
や
そ
こ
で
生

き
る
人
た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
元
に

な
り
、
大
学
院
ま
で
の
専
門
知
識
を
生
か
し
、
途
上

国
と
向
き
合
い
つ
つ
も
日
本
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
入
っ
て
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
後
に
配
属
さ
れ
た

の
は
地
球
環
境
部
で
す
。
こ
こ
で
は
、
主
に
廃
棄
物

管
理
分
野
の
事
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総

務
部
を
経
て
、
大
洋
州
の
11
カ
国
を
対
象
と
し
た
廃

棄
物
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
サ
モ
ア
に
赴
任
し
た
こ
と
が
、
広
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ご
み
を
見
れ
ば
そ
の
国
の
社
会
が
分
か
る
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
埋
め
立
て

地
に
処
分
さ
れ
る
ご
み
に
は
、ど
ん
な
製
品
が
輸
入
・

製
造
・
消
費
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
国
の
経
済
・

社
会
状
況
や
産
業
を
知
る
た
め
の
手
掛
か
り
が
詰
ま

っ
て
い
て
、
と
て
も
面
白
い
の
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
だ
け
で
な
く
、
ご
み
収
集
の
計
画
や
埋
め
立
て
処

理
技
術
、
住
民
へ
の
啓
発
な
ど
の
仕
組
み
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
人
材
の
育
成
が
不
可
欠
な
の
も
、
廃

棄
物
管
理
の
課
題
の
特
徴
で
す
。
一
方
、
広
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
経
済
・
社
会
・
環
境
な
ど
の
面
で

よ
く
似
た
状
況
に
あ
る
隣
国
と
の
学
び
合
い
の
機
会

を
作
る
大
き
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
サ
モ
ア
で
の
勤

務
後
は
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
問
題
の
経
済

性
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し

て
環
境
政
策
を
学
び
ま
し
た
。

　

現
在
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
携
に
関
す
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
救
急
・

災
害
医
療
に
関
す
る
広
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
内
の
複
数
の
部
署
と
協
力
し
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
各
国
が
災
害
時
に
連
携
し
て
医
療
に
対
応
す
る

能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、
各
国
の
災
害
医
療
関
係
者
が
協
力
し
て
一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
、
有
事
に
活
用
で
き
る
共
通
の
ル
ー
ル
・
ツ
ー
ル

の
整
備
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
な
ど
が
重
要
で
す
。
そ

う
し
た
基
盤
を
整
え
る
た
め
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局

な
ど
の
関
係
者
と
交
渉
す
る
の
が
私
の
役
割
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
地
域
で
け
ん
引
し
て
い
る
の
が

タ
イ
で
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
過
去
、
国
内
の
千
里
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
研
修
に
参

加
し
た
タ
イ
保
健
省
の
関
係
者
が
、
日
本
の
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
の
仕
組
み
を
タ
イ
に

導
入
し
ま
し
た
。Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
大
規
模
災
害
の
現
場

に
、
訓
練
さ
れ
た
医
療
チ
ー
ム
を
機
動
的
に
派
遣
す

る
仕
組
み
で
、
２
０
１
１
年
の
タ
イ
大
洪
水
の
際
に

は
タ
イ
版
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
仕
組
み
を
周
辺
各
国
に
も
広
げ
た
い
と
考
え
た

タ
イ
の
主
導
で
取
り
組
み
が
始
ま
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
や
情
報
収
集
調
査
を
支
援
。

今
年
か
ら
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
を
巻
き
込
ん
だ
技
術

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ
国
の
救
急
医
療
の
レ
ベ
ル
に
は
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廃
棄
物
管
理
の
課
題
や
災
害
時
の
医
療
、

地
域
連
携
の
力
を
生
か
し
た
い

タイの災害医療チームが日本でのＤＭＡＴコンテストに参加。加納さんは通訳を務めた

From Headquarters

差
が
あ
り
、
一
部
の
国
に
は
国
内
の
救
急
医
療
の
水

準
向
上
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

各
国
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
共
通
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
災
害
時
医
療
体
制
の
充
実
は
、
日
本
で
大

災
害
が
発
生
し
た
際
の
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

　

複
数
の
国
々
で
取
り
組
む
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
互
い
に
競
い
合
い
、
学
び
合
う
こ
と
か
ら
向
上

心
が
生
ま
れ
ま
す
。
複
数
の
国
を
つ
な
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
は
難
し
い
け
れ
ど
も
面
白
さ
に
満
ち
て
い

ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
域
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
や
、
日
本
と
対
象
地
域
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大学院で地質学を学んだ後、ＪＩ
ＣＡに就職。地球環境部、総務
部、大洋州広域の廃棄物プロ
ジェクトなどに勤務。イギリスで環
境政策を学び、2014年10月か
ら現職。数多くの地域連携プロ
ジェクトを担当。

東南アジア・大洋州部
計画・ＡＳＥＡＮ連携課

加納 大道
KANO Hiromichi

大洋州各国の廃棄物管理従事者と、埋め立て技術に関する現
場研修で。後列左から２番目が加納さん
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北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
昨
年
12

月
20
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
ネ
パ
ー
ル
と

ブ
ー
タ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
25
日
の
大
地
震
か
ら
８
カ
月
た

っ
た
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
政
治
的
混
乱
の
影
響

で
イ
ン
ド
と
の
国
境
が
封
鎖
状
態
と
な
り
、

燃
料
や
資
材
が
不
足
す
る
中
で
復
興
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
国
を
訪
問
し
た
北
岡
理
事
長
は
、
カ
ド

ガ
・
プ
ラ
サ
ー
ド
・
シ
ャ
ル
マ
・
オ
リ
首
相

を
は
じ
め
と
す
る
要
人
と
会
談
。
ま
た
、
日

本
が
支
援
を
表
明
し
た
「
緊
急
学
校
復
興
事

業
」「
緊
急
住
宅
復
興
事
業
」
の
円
借
款
契

約
の
調
印
に
立
ち
会
い
、
被
災
地
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

会
談
で
オ
リ
首
相
は
、
来
年
、
日
本
と
ネ

パ
ー
ル
が
国
交
樹
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
触
れ
、
今
後
も
協
力
関
係
を
深
め
て
い
き

た
い
と
の
意
向
を
表
明
。
こ
れ
を
受
け
て
、

北
岡
理
事
長
は
犠
牲
者
に
追
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
最
大
限
の

支
援
を
し
て
い
く
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
談
の
ほ
か
、
北
岡
理
事
長
は
地
震
の
被

害
が
最
も
大
き
か
っ
た
地
域
の
一
つ
、
シ
ン

ド
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
チ
ョ
ー
タ
ラ
も
訪
問

し
、
住
宅
の
被
害
状
況
や
、
女
性
や
子
ど
も

へ
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
目
的
と
す
る

訓
練
施
設
の
建
設
予
定
地
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
日
本
と
ブ
ー
タ
ン
は
、
今
年
、
国

交
締
結
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ジ
グ
ミ
・
ケ

サ
ル
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
は
、

北
岡
理
事
長
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

や
橋
の
建
設
な
ど
に
対
す
る
謝
意
を
伝
え
ま

し
た
。
ま
た
、ツ
ェ
リ
ン
・
ト
ブ
ゲ
イ
首
相
は
、

農
業
分
野
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
長
年
の
協

力
に
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
新

た
な
道
路
防
災
分
野
へ
の
協
力
に
期
待
を
示

し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
西
部
の
街
・
パ
ロ
に
は
、
故
・

西
岡
京
治
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
功
績
を
た
た

え
て
作
ら
れ
た
「
西
岡
チ
ョ
ル
テ
ン
」（
慰

霊
塔
）
が
あ
り
、
北
岡
理
事
長
は
同
慰
霊
碑

を
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
農
業

協
力
の
現
場
を
視
察
し
、
30
年
以
上
に
わ
た

り
協
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
農
業
機
械
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
日
本
の
支
援
の
成
果
は
、

ブ
ー
タ
ン
の
人
々
の
生
活
を
幅
広
く
支
え
て

い
ま
す
。

北岡理事長がネパールとブータンを訪問 01

03海外投融資を通じて気候変動対策分野のファンドに出資
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
12
月
11
日
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）、
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会

社
、
お
よ
びR

obeco G
roep N

.V.

の

３
社
が
出
資
す
るAsia C

lim
ate Part-

ners G
eneral Partner Ltd.

が
運
営
す

る
フ
ァ
ン
ド
「Asia C

lim
ate Partners

 LP

」
に
出
資
す
る
契
約
書
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

同
フ
ァ
ン
ド
は
、ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ク
リ
ー
ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
代
表
さ
れ
る
環
境
保
全

な
ど
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
投
資
を
通

じ
て
、
気
候
変
動
対
策
へ
の
寄
与
を
目

指
す
、
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
最
大
で
９
４
３
０
万
米
ド

ル
を
出
資
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
日
本
政
府
が
発
表
し
た

「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
の
第
二
の
柱
「
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
の
連
携
」

や
、
途
上
国
向
け
気
候
変
動
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
拡
大
を
後
押
し
す
る
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、同
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
を

通
じ
、
民
間
企
業
の
参
画
や
、
途
上
国

の
経
済
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

02　宮古島の再生可能エネルギーをキューバ高官が視察
　

電
力
の
90
％
を
火
力
発
電
で
賄
っ
て
い
る

キ
ュ
ー
バ
。
今
後
の
電
力
需
要
増
加
に
備
え

て
、
既
存
の
発
電
・
送
配
電
施
設
の
更
新
と

と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を

政
策
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
標
を
支
援
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
11
月
7
日
か
ら
19
日
ま
で
、
同
国
エ
ネ

ル
ギ
ー
鉱
山
省
の
ハ
ビ
エ
ル
・
ル
ベ
ン
・
シ
ド
・

カ
ル
ボ
ネ
ル
副
大
臣
や
電
力
公
社
幹
部
ら
政

府
高
官
5
人
を
、
沖
縄
県
宮
古
島
市
に
招
き

ま
し
た
。

　

一
行
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
や
バ
ガ
ス

（
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
）
を
使
っ
た
発
電

な
ど
を
視
察
し
、
宮
古
島
市
関
係
者
と
の
意

見
交
換
で
も
活
発
に
質
問
す
る
な
ど
、
そ
の

取
り
組
み
に
強
い
興
味
を
示
し
ま
し
た
。

　

シ
ド
副
大
臣
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
局

長
か
ら
は
、「
宮
古
島
市
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
で
使
わ
れ
て
い
る
電
力
系
統
安
定
化
の
技

術
は
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
と
、
活
用
を

視
野
に
入
れ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
は
こ
の
視
察
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
具
体
的
な
協
力

内
容
に
つ
い
て
キ
ュ
ー
バ
政
府
と
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

左からADB駐日代表事務所・玉置知己駐日代表、オ
リックス株式会社・錦織雄一取締役、JICA・富吉賢一
理事、同・小中鉄雄民間連携事業部長

沖縄電力（株）のメガソーラー実証研究設備で施設の
説明を受けるシド副大臣ら

オリ首相と会談する北岡理事長（左）
（Laxmi Prasad Ngakhusi撮影）

「西岡チョルテン」の参拝



安藤 俊英
ANDO Toshihide

外務省　アジア大洋州局
地域政策課長

1989年外務省入省。北米局、経済局などで、日米関係やＧ７・Ｇ８サミットな
どを担当。その後、在アメリカ合衆国日本国大使館参事官、在シンガポール日
本国大使館参事官などを経て、2014年８月から現職。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

な
日

　歴史をひも解いてみると、1973年、日本の合成ゴ
ムと東南アジアの天然ゴム産業との摩擦を受けて
設立された「日・ASEAN合成ゴムフォーラム」が、日
本とASEANとの交流の始まりです。以来、貿易・投
資といった経済関係の深化だけでなく、観光や留
学を通じた人的交流も活発化し、2013年には、交
流開始から40周年という節目を迎えました。
　日・ASEAN関係の転機となったのが、1977年に
当時の福田赳夫内閣総理大臣が、訪問先のフィリ
ピン・マニラで表明した「福田ドクトリン」です。これ

日本とASEANのこれまでの結び付きは？

　セブ、ボラカイといった観
光地や、1,200万人都市圏
のマニラなどでおなじみの
国。東京から飛行機で４時
間余りの「日本から最も近
い東南アジアの国」、それ
がフィリピンです。
　この距離の近さ、英語人口の多さ、高い経済成長率などが着目
され、近年、目覚ましい勢いで日本企業の進出が進み、その数は
2014年末時点で1,500社以上となっています。しかし、未発達な
運輸・交通網、エネルギーなどのインフラ環境が、活発な経済活動
の足かせになっています。そこで、日本は、道路や橋、南北通勤鉄
道といったインフラ整備に加え、インフラの管理・維持に携わる人
材育成に力を入れています。
　また、日本と同じ環太平洋火山帯に位置するフィリピンでは、防
災面の強化も課題です。2013年には、台風ヨランダが上陸し、甚
大な被害をもたらしました。日本はこれまで培ってきた知見を生か
し、河川の改修や、地震・火山の監視能力の強化など幅広い支援
を展開しています。さらに、ミンダナオ島における先住民の自治を巡
る対立問題への支援も、重点分野の一つです。開発の専門家を
派遣し、ガバナンス能力の強化、貧困削減、産業振興に向けた取
り組みを進めています。
　こうした多様な支援を通じて、日本はフィリピンにおける政府開
発援助（ODA）供与全体の半分以上を占めるトップドナーとして、
同国の開発協力を着実に続けています。
　地球の南から見た日本の存在感は大きい――。フィリピンの政
府関係者からの言葉です。フィリピンのさらなる成長と発展のため
に、日本は引き続き知恵を絞っていきます。

（在フィリピン日本国大使館 菅野文平 二等書記官）

　2013年、日・ASEAN友好協力40周年を記念した特
別首脳会議が日本で開かれました。そこで、日本と
ASEANの未来の方向性を示す文書として、「平和と安
定のパートナー」「繁栄のパートナー」「より良い暮らし
のためのパートナー」「心と心のパートナー」という４
本柱からなる声明が採択されました。この４本柱に沿
って、日本とASEANとの間では、幅広い分野での協力
が進んでいます。
　まず、「平和と安定」は、民主主義、人権、法の支配な
どの普遍的価値の定着と拡大に向けて努力するとい
うもの。テロ対策や海洋安全保障などについても、協
力関係を強化しています。
　「繁栄」は、主に経済成長のための協力です。日本
は、ASEANを含むアジア地域において、「質の高いイ

日本とASEAN はどのような　　分野で協力しているの？

は、①日本は軍事大国にならずに、②ASEANと心と
心の触れ合う関係を構築し、③ASEANと対等なパ
ートナーとなるという東南アジア外交の３つの指
針を示したものです。
　日本は、1990年代後半のアジア通貨危機では、
打撃を受けた東南アジア諸国の経済の立て直しに
協力し、2000年代に入ってからは、ASEAN統合に
向けた動きを一貫して支援してきました。こうした
長い歴史の中で、日本とASEANは、強固で対等な
パートナー関係を築いてきたのです。

　ASEAN共同体は、「経済」「政治・安全保障」「社
会・文化」の３つを柱としています。日本への影響と
して分かりやすいのは経済です。域内の垣根が低く
なることで、人・モノ・金の自由な移動が促進され、
ASEANに拠点を置く日本企業のビジネスの幅が広
がることなどが期待されています。また、統合が進

ASEAN共同体の発足によって何が変わるの？

ンフラ投資」を推進する方針を掲げ、５年間で1,100億
ドルの投資を行うこととしています。また、昨年の日・
ASEAN首脳会議では、各国のインフラ整備や基幹産
業などに携わる人材を、今後３年間で４万人育成する
というイニシアチブを表明しました。
　「より良い暮らし」の代表的な例は防災です。2004
年のスマトラ島沖大地震がいまだ記憶に残るように、
東南アジアは自然災害が頻発する地域です。地震の
後、インドネシアのジャカルタには「ASEAN防災人道
支援調整センター」が設立され、日本は、専門家の派
遣を通じて、システム開発などを支援しています。
　最後の「心と心」は、相互理解の増進のための協力
で、日本とASEANは、文化・芸術面での交流や、青少年
の交流を積極的に行っています。

み、ASEAN各国がさらに発展することで、日本の観
光客や在留邦人の方々が受ける保健・医療などのサ
ービスの質が向上することも期待されます。
　とはいえ、これまでも統合に向けた努力を続け、
一歩一歩進めてきたという経緯から、突然大きな変
化が訪れるわけではありませんし、今後も共同体を
さらに強化していくことになります。日本としても、政
府開発援助（ODA）や、日・ASEAN統合基金（JAIF）
を通じて、域内の連結性の強化や格差是正に向け
て、引き続き協力していく方針です。

1
日本は長い歴史

を経て、

ASEANとの結び
付きを強めてきた

2
日本とASEANは

、幅広い分野で

協力関係を築い
ている

3
ASEAN共同体の

発足は、日本にと
っても

良い影響をもたら
すことが期待され

る

日本の無償資金協力で建設さ
れたカンボジアの「つばさ橋」
（提供：国土交通省）

昨年11月にマレーシアで開か
れた日・ASEAN首脳会議
（提供：内閣広報室）地球の南から見た

日本の存在感

日本によるマニラ首都圏の道路整備支援
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高温で熱して溶かした金属を運ぶ労働者たち。容器
に入った金属はこの後「型」に流し込まれる。肌が
やけどしそうなほどの高温の熱気が現場を包む

灼
熱
の
世
界
に
宿
る
光

し
ゃ
く
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［バングラデシュ］

写真・文＝吉田亮人（写真家）
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　「
よ
ー
し
、
い
く
ぞ
！ 

気
を
つ
け

ろ
よ
！
」

　
何
人
も
の
男
た
ち
が
「
う
お
お
お

お
！
」
と
、
う
な
り
声
を
上
げ
な
が

ら
、
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け
て
真
っ
赤
な

鉄
の
入
っ
た
容
器
を
ひ
っ
く
り
返

し
、
ス
ク
リ
ュ
ー
の
「
型
」
に
流
し

込
ん
で
い
る
。

　「
ゆ
っ
く
り
だ
！
急
ぐ
な
！
」

　
凄
ま
じ
い
緊
張
感
と
灼
熱
の
熱
風

と
に
包
ま
れ
た
工
房
内
に
男
た
ち
の

怒
号
が
飛
び
交
い
な
が
ら
、
マ
グ
マ

の
よ
う
な
液
体
が
ゆ
っ
く
り
と
型
に

注
が
れ
て
い
く
。
肌
が
焼
け
る
よ
う

に
熱
い
。
止
め
ど
な
く
汗
が
噴
き
出

す
。
そ
の
汗
が
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の

ぞ
く
目
に
染
み
込
ん
で
い
く
。
そ
れ

で
も
、
男
た
ち
の
む
き
出
し
の
「
生
」

を
記
録
す
る
べ
く
、
僕
は
何
度
も
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。
切
り
な
が
ら
、

こ
こ
は
地
獄
の
よ
う
な
所
だ
と
思
っ

た
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ

は
、
人
口
約
１
４
０
０
万
人
を
抱
え

る
メ
ガ
シ
テ
ィ
ー
だ
。
人
口
密
度
は

極
め
て
高
く
、
主
要
幹
線
道
路
は
車

や
バ
イ
ク
な
ど
で
常
に
大
渋
滞
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
船
だ
っ
て
例
外

「カラニゴンジ」のドック内で修理を
待つ船たち。塗装、板金、解体など
ほぼ全てが人力で行われる。このド
ック内にスクリュー工場もある
炉の中から、溶けた金属の入った
容器を持ち上げる。工房の男たち
総出で抱えるほど重い

a.

b.

小さな工房内に男たちがひしめき
合うように座り、地面を固めながら
丁寧にスクリューの型を作っていく
スクリューの型を丁寧にならす労働
者。この工場で作られる中では最も
小さな型だ
工房の地面に付いた労働者たちの
足跡。それは、そのまま彼らの労働
の痕跡となる

c.

d.

e.

a

c

d

e

b

で
は
な
い
。
大
小
何
本
も
の
川
が
流

れ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
船
も

日
常
的
な
交
通
手
段
と
し
て
庶
民
の

足
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
造

船
や
解
体
な
ど
、
船
に
関
わ
る
ビ
ジ

ネ
ス
も
活
発
だ
。

　
僕
は
、
ダ
ッ
カ
中
心
部
を
流
れ
る

ブ
リ
ガ
ン
ガ
川
沿
い
に
あ
る
、
大
型

客
船
の
造
船
や
修
理
を
行
う
ド
ッ
ク

「
カ
ラ
ニ
ゴ
ン
ジ
」
を
訪
れ
て
い
た
。

こ
の
産
業
に
関
わ
っ
て
働
く
人
々
を

撮
る
た
め
だ
。
実
際
に
入
っ
て
み
る

と
、
高
さ
約
10
〜
15
メ
ー
ト
ル
は
あ

ろ
う
か
と
い
う
巨
大
な
船
体
が
何
十

隻
と
ひ
し
め
き
合
う
よ
う
に
並
ん
で

い
た
。
ど
れ
も
古
び
た
客
船
ば
か
り

で
、
油
と
埃
に
ま
み
れ
て
真
っ
黒
な

男
た
ち
が
バ
ー
ナ
ー
で
火
花
を
散
ら

し
た
り
、
ハ
ン
マ
ー
を
振
る
っ
た
り
、

巨
大
な
鉄
塊
を
頭
に
乗
せ
て
運
ん
だ

り
し
て
い
る
。
ド
ッ
ク
内
に
は
、
エ

ン
ジ
ン
を
修
理
す
る
店
、
オ
イ
ル
を

売
る
店
、
い
か
り
や
鎖
を
売
る
店
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
店
が
並
ん
で
い
て
、

一
つ
の
街
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
の

中
に
、
ス
ク
リ
ュ
ー
を
制
作
す
る
工

房
を
見
つ
け
た
。
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吉
田 

亮
人
（
よ
し
だ 

あ
き
ひ
と
）

1
9
8
0
年
宮
崎
県
生
ま
れ
。
京
都
市
在
住
。
日
本
語
教
師
と

小
学
校
教
員
生
活
を
経
て
、
2
0
1
0
年
よ
り
写
真
家
と
し
て

活
動
開
始
。
14
年
に
初
刊
行
し
た
写
真
集
『BRICK YA

RD

』
は 
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ard

に
ノ
ミ
ネ
ー
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。
今
年
春

に
は
第
２
弾
写
真
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』
を
刊
行
予
定
。
14
年
度
コ
ニ

カ
ミ
ノ
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タ
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ォ
ト
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レ
ミ
オ
年
度
大
賞
な
ど
、
受
賞
多
数
。

公
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イ
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小
さ
な
工
房
内
で
は
、
15
〜
50
歳

ま
で
の
男
た
ち
８
人
が
働
い
て
い

た
。
地
面
は
一
面
砂
鉄
で
、
そ
こ
に

大
小
い
く
つ
も
の
ス
ク
リ
ュ
ー
の
型

が
か
た
ど
ら
れ
て
い
る
。
素
手
素
足

の
男
た
ち
が
し
ゃ
が
み
こ
み
、
ま
る

で
砂
遊
び
を
す
る
か
の
よ
う
に
何
度

も
砂
鉄
を
な
ら
し
な
が
ら
、
ス
ク
リ

ュ
ー
の
型
を
驚
く
ほ
ど
精
巧
に
作
っ

て
い
く
。
す
ぐ
外
に
は
、
も
く
も
く

と
煙
を
上
げ
る
炉
が
あ
り
、
容
器
に

入
っ
た
金
属
が
溶
か
さ
れ
て
い
る
。

熱
風
と
外
温
と
が
相
ま
っ
て
、
工
房

内
は
さ
な
が
ら
蒸
し
風
呂
の
よ
う

だ
。
そ
の
中
で
、
額
に
汗
を
浮
か
べ

た
男
た
ち
が
、
黙
々
と
型
作
り
を
し

て
い
る
。

　「
こ
こ
で
作
ら
れ
た
ス
ク
リ
ュ
ー

は
、
こ
の
後
、
研
磨
し
て
売
り
に
出

さ
れ
る
ん
だ
。
値
段
は
大
き
さ
に
よ

っ
て
変
わ
る
が
大
体
８
〜
15
万
円

だ
」。
工
房
の
ボ
ス
で
あ
る
ハ
ッ
サ

ン
は
そ
う
言
い
な
が
ら
続
け
た
。「
こ

う
や
っ
て
手
作
業
で
作
っ
て
る
だ

ろ
。
だ
か
ら
１
週
間
で
作
れ
る
数
は

小
さ
い
も
の
で
15
個
ほ
ど
。
大
き
い

も
の
で
５
つ
が
限
界
だ
」。

　
彼
が
そ
う
話
す
す
ぐ
そ
ば
で
、
つ

い
今
し
が
た
出
来
た
ば
か
り
の
ス
ク

リ
ュ
ー
を
担
ぎ
、
研
磨
工
房
へ
と
運

ん
で
い
く
労
働
者
た
ち
。
顔
は
疲
れ

果
て
、
ど
こ
と
な
く
物
悲
し
く
、
苦

し
み
に
満
ち
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
。
し
か
し
、
目
だ
け
は
死
ん
で
お

ら
ず
、
強
い
光
を
宿
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
そ
の
「
光
」
の
正
体
は

何
な
の
か
―
―
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越

し
に
そ
の
姿
を
見
な
が
ら
考
え
た

が
、
答
え
は
出
な
か
っ
た
。

　
帰
国
後
、
彼
ら
の
写
真
を
改
め
て

見
た
。
そ
こ
に
は
、
来
る
日
も
来
る

日
も
あ
の
灼
熱
の
地
獄
の
よ
う
な
場

f

h

i

g

出来上がったスクリューを研磨する
子ども。研磨の過程で発生する微
粒の金属粉を、マスクも無い状態で
吸い込むので、健康被害は甚大だ
仕事の合間に水を飲む労働者。昼
食はパンとお茶など軽食で済ませる
ことが多い

f.

g.

工房で出会った15歳の労働者。働い
ている間は、鋭い眼光で大人びた表情
を見せる。しかし、労働が終わると子ども
そのものな表情に戻る
砂鉄をほぐす15歳の労働者の手。子ど
もたちも危険な労働に従事している

h.

i.

所
で
ス
ク
リ
ュ
ー
を
作
り
続
け
る
労

働
者
の
姿
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
つ

め
続
け
な
が
ら
ふ
と
思
っ
た
。

　
彼
ら
に
と
っ
て
、「
労
働
」
の
意

味
が
「
生
き
る
こ
と
」
と
混
じ
り
気

な
く
直
結
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
あ

の
強
い
「
光
」
を
宿
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
全
て
を
引
き
受
け
る
「
覚

悟
」
と
「
潔
さ
」
を
持
っ
て
働
き
、

生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
―
―
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
僕

は
何
度
も
何
度
も
写
真
を
眺
め
た
。



Item
庭先で牛ふんを乾かして燃料を作る農村の家庭。燃料費の節約にもなっている

究極のエコ生活
バングラデシュの生活といえば

マチェル・トルカリ
バングラデシュ料理といえば

バングラデシュの文化を
知ろう！

　巨大な河川がデルタ地帯を形成して
できたバングラデシュは、西から流れるガ
ンジス川、北東から流れるブラマプトラ
川、その２つが合流するメグナ川をはじ
め、国内に約160の河川を有する“川の
国”だ。人々の生活は川の近くにあり、雨
期には国土全体の７、８割が水没すると
言われている。そんな困難がある一方、
豊かな河川は食卓においしい魚も届け
てくれる。
　バングラデシュの家庭料理であるカレ
ーの具材にも、よく魚が使われる。小魚
や干した魚を入れることもあるが、最も一

般的なのはコイを使ったカレーだ。日本
のカレーと違って水分が多く、さっぱりと
していて、魚や野菜など、使う具材によっ
てバラエティに富んだ料理となる。
　右手でスープ状のカレーとご飯を混ぜ
て食べるのが本場の食べ方だ。よく混
ぜるほどおいしさが増すという。
　日本では、コイの代わりにブリやサワ
ラ、サバ、アジなどを使って作ることがで
きる。今日はスプーンを置いて、右手で
食べてみてはいかがだろうか。 

【RE C I P E】

魚（ブリ、サワラ、サバなどの切り身）500g／
ナス5,6本／玉ネギ中型1個／サラダ油大さじ
5杯／水約4カップ／塩適量／青唐辛子やコ
リアンダー適量
＜スパイス＞
玉ネギすりおろし半カップ／ニンニク・ショウ
ガのすりおろし各大さじ1杯／ターメリックパ
ウダー小さじ2杯／コリアンダーパウダー小
さじ1.5杯／クミンパウダー小さじ1杯／チリ
パウダー小さじ半分／ローリエ1枚

厚い切り身かぶつ切りの魚のうろこを取り、臭みを取るために塩とターメリックパウダー各小さじ1杯をまぶして
からよく洗う。水気を切り、さらに塩とターメリックパウダーを各小さじ1杯、チリパウダー小さじ半分をまぶして
10～15分間なじませる。
玉ネギは薄くスライスし、ナスは大きめに切っておく。
フライパンにサラダ油大さじ3杯を熱して、魚を炒め揚げにする。色が変わり始めたら裏返す。焦がさないように
気を付ける。
鍋に残りのサラダ油を入れて熱する。スライスした玉ネギをキツネ色になるまで炒めたら、スパイスを入れて油
となじむまで炒め、水半カップを加えて混ぜる。ナスを入れてよく炒め、さらに水半カップを加えて水気がなくな
るまでかき混ぜたら、魚が浸るくらいの水を入れる。
沸騰したら炒めた魚を加え、中火で15分煮る。魚が崩れないように、あまりかき混ぜず、ふたをせずに煮詰める。
最後に塩味を調え、お好みで青唐辛子やコリアンダーの葉を添えたら出来上がり。

❶

❷
❸

❹

❺

●材料（4人前）

取材協力：NPO法人日本・バングラデシュ文化交流会 アドバイザー ムンシ・アザド

取材協力：NPO法人日本・バングラデシュ文化交流会
代表 松本智子

　人口約１億6,000万人が北海道の1.8倍ほどの国土にひしめくバングラ
デシュ。農村には、はるか昔から伝わる環境にやさしい生活の知恵が生きて
いる。ウシを使って田畑を耕し、食用として乳を飲み肉を食べる。さらに、ふん
は堆肥にするだけでなく、生活の燃料として大切に使われるのだ。
　燃料の作り方は、麻袋の素材として使用されるジュートの芯に牛ふんを
巻き付けて乾かすというもの。よく乾かした牛ふんは臭いがなく、日持ちも良
いため重宝されている。時には、牛ふんを丸めて、そのまま大木の幹に付け
て乾かすこともあるという。こうした風景は農村の至る所で見られる。
　しかし、近年では、究極のエコ生活を営んできた農村にも近代化の波が
押し寄せている。夕暮れ時のバザール村では、昔は石油ランプの灯りが頼
りだったが、今では明るい蛍光灯がどこにでもある。
　庭先にヤギがつないであるような小さな村にもテレビは浸透していて、天
井には扇風機もぶら下がっている。畳１畳分ほどのソーラーパネル１枚で、
テレビと扇風機に加え蛍光灯が数本使えるといい、パネルはローンを組ん
でNGOから買うのだそうだ。
　電気の普及によって、昔ながらの環境にやさしい生活が次第に変化して
しまうのは、どこかさみしくもあるが、これも時代の流れなのかもしれない。
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新 着 情 報

B  OOK

会期：２月14日（日）10：00～17：00
会場：クリエート浜松（浜松市中区）
問：公益財団法人 浜松国際交流協会（HICE）
TEL：053-458-2170
URL：www.hi-hice.jp/

2015年／グアテマラ・フランス／1時間33分
監督・脚本：ハイロ・ブスタマンテ
出演：マリア・メルセデス・コロイ、マリア・テロン、マヌエル・アントゥン
公開：2月13日（土）より岩波ホールほか全国順次公開
配給：エスパース・サロウ

『第６回はままつグローバルフェア』
静岡県浜松市の国際理解イベント「はままつグローバルフェア」で
は、世界のアートや料理、ドキュメンタリー映画の紹介など、さまざまな
企画が用意されている。その一つ、「世界の絵本」では、各国の絵本
の展示に加え、子どもたちが多言語での読み聞かせを楽しむことがで
きる。そのほか、在住外国人による「写真で語る私の歴史」や、「国際
理解教育ワークショップ」などの企画は、大人にとっても改めて世界
に目を向ける機会となるはず
だ。さらに、スペシャルトーク
ショーでは、ミュージシャンの
矢野デイビットさんが、人種
や国籍を超えて生きること
について講演。さまざまな企
画に参加し、世界について
楽しみながら学んでみよう。

E  VENT

M  OVIE B  OOK

『国際協力トイレ修行学』
温熱便座や温水洗浄便座、使用中には水音でカモフラージュ
し、用が済むと自動で水が流れる――日本のトイレは世界でも有
数の快適さを誇る。一方、世界にはまだまだトイレが普及してい
ない地域もあり、あっても下水道が詰まるのを避けるため、紙を
流せないことも少なくない。そして、トイレの不衛生は、時には病
気の原因となるのだ。世界各地で用を足してきた青年海外協力
隊や国際協力関係者が贈る、トイレと用足しにまつわるコミカル
なエピソード集。旅に出る前には、心構えとトイレットペーパーの
準備をお忘れなく。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

神馬征峰 監修
崎坂香屋子、花田恭、
小村浩二 編者
文芸社
1,080円（税込）

『ナショナル ジオグラフィック傑作写真 地球の真実』
127年の歴史を持つ『ナショナルジオグラフィック誌』に掲載さ
れた写真の中から、厳選された95点を収めた本書。紛争地帯で
生き抜く少女から、平和な国で暮らす若者、躍動感にあふれる
野生動物、壮大な自然まで、さまざまな地球の姿を捉えた写真
集だ。全ての写真に撮影したカメラマンの一言が添えてあり、１
枚１枚、写真の世界観に浸りながら楽しむことができる。収録作
品には、岩合光昭氏や野町和嘉氏など、日本人写真家のもの
もある。ドキュメントでありながら、芸術的な美しさを放つ写真を通
して、地球の真実をのぞいてみよう。

ナショナル ジオグラフィック 編著
日経ナショナル ジオグラフィック社
1,950円（税込）

『火の山のマリア』
マヤ人のマリアは、農業を営む両親と暮らす17歳の少女。一家は貧
しく、収穫ができなければ借地を追い出されてしまう苦しい境遇に置か
れていた。そこで、マリアの両親は地主のイグナシオにマリアを嫁がせ
ようとする。しかし、コーヒー農園で働く青年ペペに恋をしていたマリア
は、彼の子どもを宿してしまう――。グアテマラ出身の監督ハイロ・ブス
タマンテが題材に選んだのは、マヤ文明の地で力強く生きる先住民
たち。本作品はグアテマラ映画史上初のアカデミー賞外国語映画賞
へのエントリーも果たしている。

○c LA CASA DE PRODUCCIÓN y TU VAS VOIR-2015

ハイス
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プレゼント付き

次号予告（2016年3月1日発行予定）

鉄道
先進国・途上国を問わず、世界に展開している日本の鉄道支援。安全、
安心、正確、快適な鉄道を支える日本の技術者の姿や、ハード・ソフトの
重層的な支援を紹介し、鉄道協力のダイナミズムとロマンを伝えます。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① ラオスの織物製品
② 書籍『国際協力 トイレ修行学』 （p37参照）
③ 書籍『ナショナル ジオグラフィック傑作写真 地球の真実』
　　　　 （p37参照）
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　ラオスには美しい色彩がある。女性た
ちが伝承してきた機織の技術は、赤、黄、
青などの鮮やかな布を織り上げ、そこに
描かれる繊細な模様は手に取る人を魅了
する。
　首都ビエンチャンの市街地から８キロ
ほど離れた緑豊かなホアイホン村には、
ラオスの女性の自立を支援する日本の
NGOによって1998年に設立された「ホア
イホン職業訓練センター」がある。ここで
は、女性や障害のある人々が、日々、工房
で機織や染色、縫製などの伝統技術を
学ぶ。現在はNGOの手を離れ、地域の
人々の手で独自に運営されている。
　ラオスでは、一般的に女性の地位が低
く、特に地方部の女性たちは近年の経済

発展から取り残されがちだ。そんな女性
たちの地位向上を手助けしている同セン
ターのチャンタソン・インタヴォン代表は、
「訓練を受けた女性たちは驚くほど技術
が上達し、故郷で技術を生かして仕事を
始める人もいます。彼女たちの成長を見守
れるのはうれしいことです」と話す。
　2012年までに延べ566人の女性たちが
センターで訓練を受けた。運営は、工房
で作られる製品の売り上げと寄付で成り
立っており、訪問者の一日織物体験や長
期講習なども受け付けている。
　「女性の将来の選択肢を増やすと同時
に、ラオスの誇りである織物を守っていく
ことが私たちの使命です」とチャンタソン
代表は語った。

★ラオスの織物製品を１人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ

複雑な模様を手作業で一つ一つ織っていく女性たち

★商品は日本で開催される展示会でも購入可能
　（３月30日～４月４日に京都住蓮山安楽寺にて
    ラオス織物展示会を開催予定。展示会情報は
　  http://deknoylao.org/でもご紹介しています）

ラオス
ホアイホン村
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　父が外交官だった私は、父の仕事でソ
ビエト崩壊後のロシアに住むことになり
ました。当時、まだ幼かった自分と同じ
年代の子どもが、道端で物乞いをしてい
るのを見て、とてもショックだったんで
す。何より、そうした子どもたちの状況を
世界の人々は知らないのではと感じたこ
とが、「現場に足を運んで、自分の目で
見たものを世界に伝える仕事に就きた
い」と考えるきっかけになりました。
　昨年、番組で東南アジアを取材しまし
た。この地域に足を運んだのは、モスク
ワでの勤務が終わり、今度はジャカルタ
駐在になった父を訪問した子どもの頃以
来です。ベトナムやタイには発展のイメー
ジ、カンボジアには紛争のイメージを持
って現地に足を踏み入れましたが、実際
にはかつての日本のような、とてものど
かな風景が広がっていました。やはり、
現地に行って直接見なければ分からな
いものだな、と改めて感じました。
　大きく発展したカンボジア。かつて、ポ
ルポト政権下で人々が農村へと移住させ
られたプノンペンも、今は立派な大都市

です。工科大学の学生たちは「将来は先
生になりたい」とやる気に満ちています。
かつての虐殺で、国や社会の指導者が足
りないことを、若者たちも強く意識してい
るのです。若い世代の力を感じるととも
に、こうした“人間のエネルギー”こそ、
先進国が失い、途上国が持っているもの
ではないかと感じました。これからの10
年間、大きく成長していくだろうこの国
に、これからも足を運び、見守っていきた
いと思いました。
　道路を高級車が行き交い、貧しさを感
じさせないプノンペンの町並みに確かな
成長を実感したのは事実なのですが、私
が気になったのは、やはり田舎の人々の
暮らしです。経済成長の中で、人々の生
活に一体何が起きているのか。なかなか
報道される機会がない、見えない部分の
さまざまな現状を、しっかりとこの目で見
て、伝えていきたいと考えています。
　メディアに籍を置くことの一番の強み
は、普通なら知ることのできないさまざま
な経験の機会が与えられていることで
す。情報を発信できる立場にあることを

自覚し、見たものを皆さんに伝えられる
人間になるのが、今の目標です。
　特に興味があるのは、人身取引や紛
争、難民の問題です。女性として、同じ女
性が商品同然に取引されていることに悲
しみを禁じえません。そうした現場はも
ちろん、ニュースであまり注目されない国
のこと、あるいは世界各地で増えている
難民がなぜ故郷から逃れなければなら
なかったのかなど、この目で見て、伝えな
くてはならないことはたくさんあります。
　そのために、見逃してしまいそうなこ
とに気付く感覚を磨くとともに、二度、三
度と同じ場所に足を運び、現地の人と向
き合うことはきっと重要です。これから
も、自分にしか伝えられないものを世界
に発信していきたいと思います。

私の 現場でしか分からない真実を伝えたい

テレビ東京アナウンサー   秋元 玲奈

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1985年生まれ。幼い頃、外交官の父に帯同してイギ
リスやロシアに在住。帰国後も、外務省国際協力局
で働く父の下で政府開発援助（ＯＤＡ）に慣れ親し
む。大学卒業後の2008年、テレビ東京に入社。スポ
ーツ番組のキャスターなどを経て、15年から「未来世
紀ジパング」を担当している。

AKIMOTO Rena


